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経済企業委員会会議録 

 

令和４年３月１１日 金曜日 

  午前１０時０３分開議 

  午後 ４時０７分閉議（実時間２７７分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１号・令和３年度八代市一般会計補

正予算・第１３号（関係分） 

１．議案第６号・令和３年度八代市簡易水道事

業会計補正予算・第２号 

１．議案第８号・令和４年度八代市一般会計予

算（関係分） 

１．議案第１６号・令和４年度八代市久連子財

産区特別会計予算 

１．議案第１７号・令和４年度八代市椎原財産

区特別会計予算 

１．議案第１８号・令和４年度八代市水道事業

会計予算 

１．議案第１９号・令和４年度八代市簡易水道

事業会計予算 

１．議案第４２号・八代市千丁特産品直売所条

例の廃止について 

１．所管事務調査 
・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

（漁業就業者アンケート結果報告） 

（八代市水道事業及び簡易水道事業の経営戦

略の見直しについて） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  増 田 一 喜 君 

副委員長  北 園 武 広 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  堀 口   晃 君 

委  員  百 田   隆 君 

 

※欠席委員          君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 農林水産部長     福 田 新 士 君 

  農林水産部次長   中 川 俊 一 君 
 
  農林水産部次長 
            豊 田 浩 史 君 
  兼農林水産政策課長事務取扱 
 

  地籍調査課長    田 島 良 洋 君 

  農地整備課長    村 井 幸 治 君 

  理事兼フードバレー推進課長 豊 田 正 樹 君 

  農業振興課長    田 島 功一郎 君 

  水産林務課長    小 原 聖 児 君 

 経済文化交流部長   和久田 敬 史 君 

  経済文化交流部次長 一 村   勲 君 

  理事兼商工・港湾振興課長 田 中   孝 君 

  理事兼観光・クルーズ振興課長 南   和 治 君 

  文化振興課長    丸 山 尊 司 君 

  スポーツ振興課長  本 村 秀 記 君 

部局外 

 水道局理事兼局長   松 田 仁 人 君 

  水道局次長兼工務係長 松 岡 長 武 君 

                              

○記録担当書記     中 川 紀 子 君 

 

（午前１０時０３分 開会） 

○委員長（増田一喜君） それでは、定刻とな

り、定足数に達しましたので、ただいまから経

済企業委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

 なお、令和２年７月豪雨に関連する予算、事

件、条例案等につきましては特別委員会に付託

となりますので、御承知おき願います。 
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◎議案第１号・令和３年度八代市一般会計補正

予算・第１３号（関係分） 

○委員長（増田一喜君） 初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第１号・令和３年度八代市一般会計補正

予算・第１３号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 それでは、まず、歳出の第５款・農林水産業

費について、農林水産部から説明願います。 

○農林水産部長（福田新士君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）農林水産部の福田でございます。 

 議案第１号・令和３年度八代市一般会計補正

予算・第１３号中、当委員会に付託されました

農林水産部関係分につきまして、中川農林水産

部次長が説明いたしますので、御審議のほど、

よろしくお願いいたします。 

○農林水産部次長（中川俊一君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）農林水産部次長、中川です。よろしくお

願いいたします。着座にて説明をさせていただ

きます。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○農林水産部次長（中川俊一君） 失礼いたし

ます。 

 それでは、議案第１号・令和３年度八代市一

般会計補正予算・第１３号中、農林水産部関係

分につきまして説明申し上げます。 

 一般会計補正予算書の１９ページをお願いい

たします。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目１・

農業委員会費で補正額６０万円を計上し、補正

後の額を８９９５万９０００円とするものでご

ざいます。 

 これは、説明欄の農業委員会事務事業といた

しまして、国の補正予算に伴い、担い手への農

地の集積、集約化を促進するに当たり、農地中

間管理機構などの関係機関との速やかな情報共

有のための体制整備を図ることを目的に、タブ

レット端末１５台を導入し、農業委員会が現地

確認に利用するものでございます。 

 なお、特定財源といたしまして全額、県支出

金を予定しております。 

 次に、目３・農業振興費で補正額７３０９万

９０００円を計上し、補正後の額を１１億９６

９４万円とするものでございます。 

 これは、担い手確保・経営強化支援事業とい

たしまして、農業経営の発展を図ろうとする担

い手等が行う農業用機械や施設の導入に際し補

助を行うもので、今回５地区８経営体が事業に

取り組むものでございます。 

 なお、特定財源といたしまして全額、県支出

金を予定しております。 

 次に、目８・農地費で補正額７８００万円を

計上し、補正後の額を１２億８５８０万７００

０円とするものでございます。 

 これは、県営土地改良事業負担金事業としま

して、国の補正予算に伴う内示を受けまして、

令和４年度に実施予定の県営土地改良事業の一

部を前倒しし、事業負担金を補正するものでご

ざいます。 

 事業実施地区とその概要につきましては、ま

ず、湛水防除事業としまして金剛地区と古閑浜

地区の排水機場の整備、それから、農地海岸保

全事業といたしまして文政地区の海岸堤防等の

強化、それから経営体育成基盤整備事業といた

しまして昭和地区の排水路の整備などを予定し

ております。 

 次に、目１２・地籍調査費で補正額１億８２

８６万円を計上し、補正後の額を４億７１１７

万７０００円とするものでございます。 

 これは、国の補正予算に伴う内示を受けまし

て、令和４年度に実施予定の地籍調査事業の一

部を前倒しし、計上するものでございます。 

 調査対象地区は、泉町の椎原、久連子、柿迫

の一部と東陽町の小浦及び南の一部、旧八代市
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内におきましては井上町、長田町、日置町、西

片町などの各一部を実施予定としております。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金１

億３７１４万５０００円を予定しております。 

 次に、２０ページをお願いいたします。 

 項２・林業費、目２・林業振興費で補正額１

４０万２０００円を計上し、補正後の額を１億

４９４７万円とするものでございます。 

 内容につきましては、説明欄、森林経営管理

事業で７３８万３０００円を減額し、同額を八

代市森林環境譲与税基金事業へ積み立てるもの

でございます。 

 次に、目３・林道維持費で補正額１４０万２

０００円を減額し、補正後の額を５６１５万７

０００円とするものでございます。 

 これも先ほどと同じく、市内一円林道維持事

業を１４０万２０００円減額し、同額を八代市

森林環境譲与税基金事業へ積み立てるものでご

ざいます。 

 なお、基金につきましては、今後の森林整備

や林業関連事業の財源として活用するものでご

ざいます。 

 以上が、農林水産部３月補正予算でございま

す。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○農林水産部次長（中川俊一君） すいませ

ん、訂正を一つさせていただきたいと思いま

す。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○農林水産部次長（中川俊一君） すいませ

ん、地籍調査費の説明の中で、補正後の額を４

億７１７７万７０００円と申し上げましたけ

ど、４億７１１７万７０００円、すいません、

訂正をさせていただきたいと思います。 

○委員長（増田一喜君） それでは、質疑あり

ませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、地籍調査

事業なんですけれども、現在の進捗率と、当初

予算でもですね、予算を計上されてると思うん

ですけれども、令和４年度ですね、終了時の進

捗率について教えていただきたいと思います。 

○農林水産部次長（中川俊一君） まず進捗率

のほうでございます。令和３年度末でですね、

６２.６４％を見込んでおります。それから、

令和４年度末の、これ見込みでございますけ

ど、６４.４８というようなところで今のとこ

ろ見込んでおります。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。 

 すいません、毎年ですね、国の一次補正が３

月に入ってきて、で、当初予算で、令和４年度

からそん合算した金額でやっていくっていうよ

うなことだろうと思うとですけれども、年度内

にきちんと終わられてますか。執行残とか大丈

夫ですか。 近の状況は。 

○地籍調査課長（田島良洋君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）地籍調査課長の田島でございます。委員の

御質問にお答えいたします。 

 年度内しっかり進捗、進めておりまして、完

了する予定でございます。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（百田 隆君） 地籍調査のことですけ

ど、前からずっとやっておられますけど、これ

は全体の何％ぐらい進捗してるんですか。 

○委員長（増田一喜君） どなたが答えます

か。 

○農林水産部次長（中川俊一君） 市の全部の

面積がですね、６８０.６平方キロメーターご

ざいます。で、調査対象面積を５６７平方キロ

メーターということで、この中で千丁、鏡、坂
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本についてはですね、完了しておりまして、先

ほど申し上げましたけど、令和３年度末でです

ね、６２.６４というような率を見込んでおり

ます。（委員百田隆君「実施」と呼ぶ）６２.

６４％です。（委員百田隆君「はい、分かりま

した。ありがとうございました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で、第５款・農

林水産業費についてを終了します。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時１５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１６分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第６款・商工費について、経済

文化交流部から説明願います。 

○経済文化交流部長（和久田敬史君） おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）経済文化交流部の和久田でございま

す。 

 議案第１号・令和３年度八代市一般会計補正

予算・第１３号の経済文化交流部所管分につき

まして、一村経済文化交流部次長が説明いたし

ますので、よろしくお願いいたします。 

○経済文化交流部次長（一村 勲君） おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）経済文化交流部次長の一村でござい

ます。よろしくお願いいたします。着座にて説

明させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○経済文化交流部次長（一村 勲君） それで

は、議案第１号・令和３年度八代市一般会計補

正予算書・第１３号をお願いいたします。 

 経済企業委員会付託分のうち、経済文化交流

部関係を説明いたします。 

 まず、１１ページをお願いいたします。 

 歳出の款６・商工費で補正額１億６３５１万

円を増額し、補正後の額を３１億２５６万７０

００円としております。 

 次に、２０ページをお願いいたします。 

 款６・商工費、項１・商工費、目２・商工振

興費で補正額１億５６３１万円を増額し、補正

後の額を２３億８９万円としております。 

 説明欄の八代港ポートセールス事業６００万

円は、令和３年１月に台湾への新規航路が就航

したこともあり、コンテナ取扱量が当初の見込

みより増加してるため、八代市国際コンテナ利

用助成金の不足額を補正するものでございま

す。 

 なお、助成金額は１ＴＥＵ当たり１万円でご

ざいます。 

 その下の新型コロナウイルス感染症対策事業

のうち、熊本県時短要請協力金負担金１億４７

１１万円は、新型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止を目的として、熊本県により行われた

営業時間短縮の協力要請に際して、全面的に応

じた八代市内の事業者に対し、交付された熊本

県時短要請協力金について、本市負担に要する

経費を補正するものでございます。 

 内容としましては、新型コロナウイルス感染

症の第４波及び第５波における八代市内の事業

者への熊本県時短要請協力金の総額が１４億７

１１０万円で、本市負担割合はその１０％とな

っております。 

 なお、財源は全額、国の新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金を予定しており

ます。 

 その下の新型コロナウイルス感染症対策事業

（ハーモニーホール）３２０万円は、桜十字ホ

ールやつしろ（ハーモニーホール）におきまし
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て、新型コロナウイルス感染症の影響により悪

化した収支の赤字部分の一部を補償する経費を

補正するものでございます。 

 管理業務に関するリスクについては、種類別

に市または、指定管理者のどちらで負担するか

を協定書に規定しておりますが、今般の新型コ

ロナウイルス感染症の影響については、市また

は、指定管理者のいずれの責めにも帰すことの

できない不可抗力に該当することから、市で補

償を行うこととしたものでございます。 

 補償経費は、令和３年４月から令和４年３月

までの各月別売上げが、新型コロナウイルス感

染症の影響がなかった令和元年度同月比で２０

％以上の減少となる場合を対象に、赤字額の８

割を補償することとしております。 

 なお、財源は全額、財政調整基金繰入金を予

定しております。 

 次に、下段の目３・観光費で補正額７２０万

円を増額し、補正後の額を４億７０６３万３０

００円としております。 

 説明欄の新型コロナウイルス感染症対策事業

（日奈久温泉施設「ばんぺい湯」）は、新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響を受けた指定管

理者制度導入施設に対し、売上げ減少による収

支の悪化分を補償するものでございます。 

 これも先ほどのハーモニーホール同様、今般

の新型コロナウイルス感染症の影響について

は、市または、指定管理者のいずれの責めにも

帰すことのできない不可抗力に該当することか

ら、市で補償を行うこととしたものでございま

す。 

 補償経費は、令和３年４月から令和４年３月

までの各月別売上げが、新型コロナウイルス感

染症の影響がなかった令和元年度同月比で２０

％以上の減少となる場合を対象に、赤字額の８

割を補償することとしとります。財源は全額、

財政調整基金繰入金を予定しております。 

 説明については以上でございます。御審議の

ほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 八代港ポートセールス

事業なんですけど、１月から台湾航路がです

ね、就航したということもあって、コンテナ量

が増加して補正したいていう話なんですけど、

今どれぐらい見込んでたのかという話なんです

けど、それより数字的なものをちょっと聞きた

いんですけど、どれだけ増えてんのかとかっ

て。そこをお願いします、まず。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）商工・港湾振興課の田中で

ございます。よろしくお願いいたします。 

 今回の国際コンテナ利用助成金につきまして

は、当初の見込みがですね、１万６５００ＴＥ

Ｕ、それに掛け１万円ですので、１億６５００

万円を見込んでございました。その後、今回の

補正額６００万円、６００ＴＥＵ分ということ

になります。その分が増えたということになり

ます。見込み――なぜ増えたかと申しますと、

昨年就航した台湾航路のほうが約２３６３ＴＥ

Ｕ、実績として増えてございます。それを含め

て、今回６００ＴＥＵを補正として上げさせて

いただいたところでございます。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。

ありがとうございます。 

○委員（橋本隆一君） 新型コロナウイルス感

染症対策事業の県の時短要請協力金の負担金に

関してですけども、見込み件数があったのか、

それともその要請に応じて支払ったのかという

のと、それとどれくらいの件数に対してこの事

業をされたのか、ちょっとお伺いしたいんです

が。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 
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 田中でございます。 

 熊本県時短要請協力金負担金につきまして

は、今回上げてございますのはですね、実績で

県のほうから金額的なところも提示をされてお

ります。 

 内訳で申しますと、第４波分ということで、

そのときの申請件数が５６５件、金額で申しま

すと４４３８万７０００円。第５波分といたし

まして５７７件の１億２７２万３０００円とい

うことで、実績分をですね、今回要求させてい

ただいてるというところでございます。 

 以上でございます。（委員橋本隆一君「は

い、ありがとうございます」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかに。（委員橋本

隆一君「あ、すいません」と呼ぶ） 

○委員（橋本隆一君） 状況よく分かりまし

た。今、市としてこれくらいの店舗数があるか

らこういった件数が見込まれるんじゃないかと

いうことは、当初見込んではいなかったという

ことで理解してよろしいですかね。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 市といたしましては、飲食店は大体６７０軒

程度あるというふうに見込んでございます。そ

のうちの申請件数でございますので、今回は実

績としてなされているというふうなところでご

ざいます。 

 見込みとしては、６７０軒のうち、８割程度

はいくんじゃないかというところで考えており

ましたが、このような実績だったというところ

でございます。 

○委員（橋本隆一君） ８割強の方、店舗がで

すね、協力していただいたっちゅうことであれ

ば、本当にいい事業だったと思います。ありが

とうございました。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、今の引き

続きなんですけど、第４波分、第５波分て、今

回補正かけてあるんですけど、事業者の方々に

対してはもう、既にもう確実に配付されてる、

お渡しできてるっていう話ですか。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 第５波分がですね、９月３０日までの分でご

ざいますので、ほぼ支給がなされてるもんだと

いうふうに思っております。 

 すいません、確認を取っていないので、完全

に終わったかというところまで、すいません、

確認を取っておりません。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

○委員（野﨑伸也君） 八代港ポートセールス

事業なんですけど、来年度当初予算も計上です

ね、予算計上されてると思うんですけれども、

いろいろとまた、活発な動きがですね、出てく

るんじゃないかなというふうには思いますん

で、そのところもですね、考慮しながら、もう

既に予算は計上されてるとは思うんですけど、

しっかりですね、手当てもしていっていただき

たいなというふうに思います。 

 あと、熊本県時短要請協力金負担金のやつな

んですけども、今ちょっと把握されてないって

話だったんですけど、そこはどこがするのかと

かって話じゃないかとは思うんですけれども、

やっぱり八代市として、そういうところはフォ

ローができればなというふうには思ってますん

で、ぜひともそこら辺のところですね、確認で

きればちょっとやってほしいなというふうに思

います。 

 今、６波分もですね、多分申請とか、申請中

なのかなとかっていうふうには思うんですけ
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ど、何、やっぱり聞くところによるとやっぱ、

すぐ手元にですね、お金が欲しいという方がで

すね、たくさんいらっしゃるというふうに聞い

てますんで、そこら辺のところのフォローアッ

プもですね、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、これより採決いたします。 

 議案第１号・令和３年度八代市一般会計補正

予算・第１３号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。 

（午前１０時２９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３０分 本会） 

◎議案第６号・令和３年度八代市簡易水道事業

会計補正予算・第２号 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、議案第６号・令和３年度八代市簡易水

道事業会計補正予算・第２号を議題とし、説明

を求めます。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）水道局の松田でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。着座にて御説明させ

ていただきたいと思います。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） 議案第６

号・令和３年度八代市簡易水道事業会計補正予

算・第２号について説明いたします。 

 補正予算書をお願いいたします。 

 今回の補正につきましては、令和２年７月豪

雨の災害復旧事業に係る補正でございます。 

 それでは、補正予算書の内容について説明い

たしますので、お手元の予算書の１ページをお

願いいたします。 

 第２条、資本的収入及び支出では、第１款・

資本的収入の第１項・企業債を５９０万円増額

し、１億４８３６万２０００円としておりま

す。 

 また、第１款・資本的支出では、第１項・建

設改良費を５９０万円増額し、１億９４１１万

６０００円としております。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第３条の企業債ですが、今回の補正により災

害復旧事業債の借入限度額を２４９０万円とし

ております。 

 ５ページをお願いいたします。 

 令和３年度八代市簡易水道事業会計補正予算

実施計画でございますが、内容につきまして

は、後ほど１０ページの予算の明細にて説明い

たします。 

 次に、６ページの令和３年度八代市簡易水道

事業キャッシュ・フロー計算書ですが、予算の

補正に伴いまして修正を行っております。 

 続きまして、７ページから９ページまでが予

定貸借対照表でございまして、令和４年３月３

１日、いわゆる期末時点での見込みでございま

す。 

 続きまして、１０ページをお願いいたしま

す。 

 今回の補正予算の明細でございますが、収入

では款１・資本的収入、項１・企業債、目２・

災害復旧債において５９０万円を増額し、２４

９０万円としております。詳細につきましては

次の支出の中で説明いたします。 

 次に支出ですが、款１・資本的支出、項１・

建設改良費、目４・災害復旧事業費では工事請
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負費を収入と同額の５９０万円増額し、４８９

０万円としております。 

 こちらは、令和２年７月豪雨で被災した坂

本、板持、中津道地区の災害復旧工事につい

て、道路や橋梁の復旧状況に併せて設計の見直

しが必要となり事業費が増加したことから、不

足分を補正するものでございます。 

 なお、本事業は、道路などの関連工事の着工

が大幅に遅れたため、一部の箇所を除き、翌年

度への繰越しを予定しております。 

 後に、１１ページの企業債に関する調書で

すが、今回の補正予算に伴い修正しておりま

す。 

 以上、議案第６号・令和３年度八代市簡易水

道事業会計補正予算・第２号の説明を終わりま

す。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（成松由紀夫君） この坂本、板持、中

津道地区の災害復旧の、何ですか、見直し、状

況に合わせた見直しというのは、具体的にはど

ういうことなんですかね、そこの５９０万円

は。 

○水道局次長兼工務係長（松岡長武君） お答

えいたします。 

 今回の増額の詳細といいますか、主な内容で

ございますが、当初予定しておりました仮設、

――災害が起こりました直後に、すぐ仮設で本

管を切り回しをいたしますが、その仮設部分に

関しまして、新たに取付け道路と、また工事用

の道路、仮設用の道路が関連工事でするという

ことになりまして、そちらの仮設の管が邪魔に

なるということからですね、新たに仮設を引き

回さないといけないというのが大きな要因でご

ざいます。 

 そのほか、橋の下部工の工事に合わせて施工

範囲が広がったため、うちの水道管が当たると

か、そういった様々な要因が含まれたところで

ございます。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） 選挙のとき回っとっ

たときに、板持地区の道が大概ひどかったです

もんね。あそこの沿線の方々、以外と道がある

んだけど、もうあのときは道なき道で、取付け

道路というか、その辺で多分、今工事する中で

微々細々が出てきたところの補正予算というよ

うな理解でよろしかですよね。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） はい、

今、成松委員が言われたような、そういう切り

回しで一応考え、――そういう状況でございま

すので、はい、間違いありません、それで。 

○委員（成松由紀夫君） 行ったときにです

ね、もう大分、高齢者の方々がいらっしゃっ

て、早急にていうような要望もありましたん

で、こうやってスピード感持って対応されてる

んで、引き続きよろしくお願いします。 

 以上です。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 これより採決いたします。 

 議案第６号・令和３年度八代市簡易水道事業

会計補正予算・第２号については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 
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（午前１０時３７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３８分 本会） 

◎議案第８号・令和４年度八代市一般会計予算

（関係分） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、議案第８号・令和４年度八代市一般会

計予算中、当委員会関係分を議題とし、説明を

求めます。 

 まず、歳出の第５款・農林水産業費及び第１

０款・災害復旧費について、農林水産部から説

明願います。 

○農林水産部長（福田新士君） 令和４年度八

代市一般会計予算の農林水産部関係分につきま

して、着座にて総括を述べさせていただきま

す。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○農林水産部長（福田新士君） いまだに衰え

ることのない新型コロナウイルス感染症の対策

を行いながら、魅力のある、稼げる農林水産業

の実現のために、オンライン等を活用して関係

機関と協議を行い、各事業を実施してまいりま

す。 

 まず、担い手の確保や所得向上が課題となっ

ている農業分野において、若手農業者や農業団

体などと協同で、スマート農業技術の導入に向

けた調査研究や現場実装を見据えた担い手の人

材育成などの支援を行います。 

 また、令和３年度に被害の多かったトマト黄

化葉巻病対策としまして、原因となっているシ

ルバーリーフコナジラミの発生防止に向けた農

業者団体などが実施する除草作業に要する経費

の補助を行い、栽培自粛期間の徹底と併せて実

施することにより発生防止を図ることとしてお

ります。 

 中山間地農業におきましては、水路や農道等

の維持管理活動や機械利用及び農作業の共同化

などに取り組み、中山間地農業の維持と農地の

保全を行う中山間地域等直接支払制度事業を実

施してまいります。 

 い業振興と畳表の需要拡大につきましては、

い業機械の再生支援事業としまして、機械の修

理やオーバーホールに要する費用の補助を継続

して行います。また、畳表張替え促進事業や市

有施設の畳表張り替えを行うとともに、新たに

新築住宅等畳表導入支援事業で１畳当たり５０

００円を補助し、需要拡大とイグサ産地の維持

につながるよう事業を実施してまいります。 

 さらに、八代産畳表認知向上・需要拡大事業

におきましては、新たな試みとして、建築士に

対してアプローチを行い、設計段階から和室を

計画していただくなど、畳表の需要拡大につな

がるよう働きかけていくこととしております。 

 八代産農林水産物を台湾や香港などの海外へ

販路の拡大を目指しますフードバレー輸出促進

事業につきましては、引き続きコロナ禍にある

ことから、リモート商談会を行うなど事業者の

支援を行い、八代産品の輸出の拡大も図ってま

いります。 

 農業生産基盤である農地関係の基盤整備事業

としましては、市内の集落排水路改修工事、農

道等の改良工事、排水路や農道の維持修繕など

の費用としまして実施します市内一円土地改良

整備事業や、市が管理する排水機場の維持管理

を行います排水機場維持管理事業などを予定し

ております。 

 さらに、林業関係では、森林環境譲与税を活

用し、森林資源の適切な管理を支援する取組も

行ってまいります。 

 また、新規事業となります林道の改良、舗装

などを行います道整備交付金事業などを予定し

ております。 

 水産業の振興として、アサリの資源回復や干

潟の保全、漂着物の除去などに取り組む活動組

織に対して事業費の一部を負担します環境生態

系保全事業は、令和４年度に４組織が活動を実
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施する予定でございます。 

 また、水産資源の回復、増大を図るため、ヒ

ラメ、タイワンガザミ、カサゴ、ウナギ、アユ

などの放流を行います栽培漁業振興事業、令和

２年度から実施しております大鞘漁港の防潮堤

補修の工事請負費であります水産物供給基盤機

能保全事業などを予定しております。 

 地籍調査事業では、令和４年度実施予定事業

の大部分を令和３年度事業予算として前倒し、

３月補正予算としてお願いしており、当初予算

と併せまして実施してまいります。 

 以上、農林水産部関係分の予算編成に当たり

ましての総括といたします。 

 なお、詳細につきましては、中川農林水産部

次長が説明いたしますので、御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○農林水産部次長（中川俊一君） 農林水産部

次長、中川です。 

 それでは、議案第８号・令和４年度八代市一

般会計予算中、農林水産業費及び災害復旧費に

つきまして、着座にて説明をさせていただきま

す。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○農林水産部次長（中川俊一君） 失礼いたし

ます。 

 それでは、まず、予算書の１２ページをお願

いいたします。 

 全体的なところで、歳出の款５・農林水産業

費として、総額２５億９１９０万円を計上して

おります。前年度比７億６４６２万８０００円

の減となっております。 

 款１０・災害復旧費につきましては、１６億

９５１４万１０００円のうち、農林水産業施設

災害復旧費としまして、４億５８４４万１００

０円を計上しております。内容につきまして

は、後ほど御説明申し上げます。 

 次に、歳出予算のうち、主なものにつきまし

て御説明いたします。 

 予算書の８０ページをお願いいたします。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目２・

農業総務費で４億１４０８万９０００円を計上

しております。前年度比６４６２万７０００円

の減となっております。 

 ここでは、職員の給与関係費のほかに、説明

欄上から４行目、農業振興地域整備計画管理事

業として、４５９万１０００円を計上しており

ます。 

 これは、農業振興地域の整備に関する法律の

規定に基づき、土地利用状況の基礎調査を業務

委託により行うもので、基礎調査の結果に基づ

き、令和５年度以降に農業振興地域整備計画の

全体見直しを行うこととしております。 

 次に、目３・農業振興費で２億３４８２万６

０００円を計上しております。前年度比５億７

４９４万５０００円の減となっております。減

額の主な要因といたしましては、イグサ移植

機、苗処理機などのイグサ関連機械の導入が完

了したことによるものが主な要因となっており

ます。 

 説明欄の主なものについて説明いたします。 

 まず、い業振興対策事業として、２９１８万

４０００円を計上しております。 

 内容としましては、まず、畳表張替え促進事

業に５００万円を予定しております。これは市

内の居住者が八代産畳表を使用して張り替えを

行う際に１畳当たり１０００円を助成するもの

でございます。 

 次に、イグサ・畳表専用機械の修理に係る経

費を助成するい業機械再生支援事業として１９

００万円及び市有施設の畳表張り替え経費１５

０万円などでございます。 

 次に、説明欄 下段の八代市農地集積対策事

業で２０００万円を計上しております。これは

担い手の農地の規模拡大に伴い必要となる機械

の導入に対する補助事業で、新規の賃借権設定

により１ヘクタール以上の規模拡大を図った担
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い手に対して、２分の１以内で１００万円を上

限に補助するものでございます。 

 なお、０.５ヘクタール以上の規模拡大を図

ったものについては、５０万円を上限に補助す

ることとしております。 

 次に、８１ページをお願いします。 

 説明欄上から２行目、中山間地域等直接支払

制度事業で２６２０万２０００円を計上してお

ります。これは、農業生産条件が不利な中山間

地域において、集落や地区単位で農地を維持管

理していくための協定を締結し、農業生産活動

を行う場合に農地の面積に応じて一定額を交付

するものでございます。 

 令和４年度においては、二見、坂本、東陽、

泉の合計２８の地区で農地の適正管理や景観作

物の作付、水路や農道等の維持管理、周辺林地

の管理などに取り組み、中山間地農業の維持と

農地の保全を行ってまいります。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金１

９０３万２０００円を予定しております。 

 次に、中ほどのフードバレー流通推進事業８

２０万２０００円は、八代産農林水産物等の国

内の販路拡大・開拓に取り組むものです。 

 令和４年度の新規事業で、ＩＣＴ活用販路開

拓事業委託１２２万７０００円を計上しており

ます。これは、コロナ禍における経済活動の変

化に対応するため、インターネットを活用した

商談会やセミナーを開催し、新たな販路拡大・

開拓に取り組む事業でございます。 

 このほか、国内マーケティングアドバイザー

との業務委託費２２５万円、八代市農林水産物

等販路拡大事業補助金２００万円などを予定し

ております。 

 なお、特定財源といたしまして、地方創生推

進交付金２１２万５０００円、新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金１２２万７

０００円を予定しております。 

 次に、フードバレー６次産業化等推進事業７

８１万４０００円は、商品開発アドバイザーを

核とした６次産業化・農商工連携による新商品

開発支援や地域内特産物の高付加価値化支援な

どに取り組むものでございます。 

 事業内容といたしましては、令和４年度から

の新規事業で、新商品開発・販路拡大に係るマ

ッチング業務委託として５８万７０００円を計

上しております。これは、市内の食関連事業者

の情報交換、交流等の場を提供することによ

り、事業者同士の連携による新商品開発や販路

の拡大を図る事業でございます。このほかに、

商品開発アドバイザーとの業務委託費２２９万

円などを予定しております。 

 なお、特定財源といたしまして、地方創生推

進交付金１１４万５０００円を予定しておりま

す。 

 次に、八代畳表認知向上・需要拡大事業１５

００万円は、八代産畳表認知向上・需要拡大推

進協議会への負担金でございます。令和４年度

は建築士に対するアプローチを行うなど、八代

産畳表の需要拡大へつなげていくこととしてお

ります。 

 なお、特定財源といたしまして、ふるさと八

代元気づくり応援基金繰入金１０００万円を予

定しております。 

 次に、農業次世代人材投資事業４２３７万５

０００円は、４９歳以下の青年就農者につい

て、経営が不安定な就農初期段階である５年以

内の所得を確保するため、１人当たり年間 大

１５０万円を交付するものでございます。令和

４年度の交付予定対象者は３２名を予定してお

ります。 

 なお、特定財源といたしまして全額、県支出

金を予定しております。 

 次に、説明欄下から４行目、新型コロナウイ

ルス感染症対策事業の新築住宅等畳表導入とし

まして、６６０万円を予定しております。これ

は令和４年度からの新規事業で、住宅の新築、
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増改築などに際し、八代産畳表の利用に対して

補助をするもので、補助率２分の１以内、１畳

当たり５０００円の補助、８畳を上限として、

畳表の需要確保を図ろうとする事業でございま

す。 

 なお、特定財源といたしまして全額、国庫支

出金を予定しております。 

 次のスマート農業推進事業（地方創生）で１

１９３万円を計上しております。これは、令和

４年度から地方創生推進交付金を活用した新規

事業として実施するもので、事業期間を令和６

年度までの３年間とし、稼げる農業の構築及び

担い手確保に向けたスマート農業プロジェクト

としまして、スマート農業技術の導入等を通じ

て、担い手確保・育成等の課題解決を図るもの

です。 

 令和４年度の事業内容としましては、女性や

若手農業者、企業、団体等、多様な視点からの

課題の抽出やニーズ把握及び解決策の提案まで

の調査業務を委託する費用として１０６８万

円、このほかに、スマート農業技術の現場実装

を推進するための人材育成の取組に対する補助

などを予定しております。 

 なお、特定財源といたしまして、国庫支出金

５９６万５０００円を予定しております。 

 次に、目４・園芸振興費で１０７０万９００

０円を計上しております。前年度比４１７万１

０００円の増となっております。 

 説明欄の園芸・果樹振興対策事業６０１万３

０００円は、トマト黄化葉巻病対策事業補助金

としまして３９６万円を計上し、黄化葉巻病の

原因となるシルバーリーフコナジラミの発生防

止に向けて、農業者団体などが実施する除草作

業に要する経費の補助を予定しております。 

 このほか、晩白柚の改植に伴う苗木購入及び

日焼け、風雨防止資材の一部購入補助として５

０万円、有害鳥獣被害防止対策として、防護柵

等の設置費用の一部補助などを予定しておりま

す。 

 なお、特定財源といたしまして、ふるさと八

代元気づくり応援基金繰入金４４６万円を予定

しております。 

 次に、８２ページをお願いいたします。 

 目８・農地費で１１億５２２２万５０００円

を計上しております。前年度比３６４２万５０

００円の減となっております。 

 説明欄の主な事業につきまして説明いたしま

す。 

 ４行目の排水機場維持管理事業７４７２万１

０００円は、市が管理する１５の排水機場の重

油代、電気料、修繕料及び運転業務委託料など

維持管理に係る経費でございます。 

 下段の非補助土地改良融資事業６０００万

円は、国・県の補助事業とならない排水路や農

道等の基盤整備を、資金の融資を受けて行うも

ので、かんがい排水路改修などに係る工事請負

費でございます。 

 なお、特定財源といたしまして全額、事業分

担金を予定しております。 

 ８３ページをお願いいたします。 

 １行目、県営土地改良事業負担金事業８１３

５万５０００円は、県営で実施する湛水防除や

かんがい排水事業などの土地改良事業に係る市

の負担金となっております。 

 なお、特定財源といたしまして、市債７２１

０万円を予定しております。 

 次に、説明欄上から４行目、多面的機能支払

交付金事業２億５６１６万４０００円は、農業

・農村の多面的機能の維持・発揮を図るため、

農業者だけでなく、地域住民、自治会、関係団

体などが参加する活動組織をつくり、農業施設

の維持管理などを行う活動に対しまして、農振

農用地面積に応じて交付されるものでございま

す。 

 令和４年度は、延べ２５の組織が共同活動に

取り組む予定でございます。 
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 なお、特定財源といたしまして、県支出金１

億９２２２万３０００円を予定しております。 

 次に、説明欄下から４行目、市内一円土地改

良整備事業１億５０６１万４０００円は、市内

の排水路改修工事、農道等の改良工事、排水路

や農道の維持修繕、生コン等原材料支給などに

係る費用でございます。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金７

９万５０００円、市債３０２０万円を予定して

おります。 

 それから一つ飛びまして、農業水路等長寿命

化・防災減災事業２７８１万円は、農業生産の

基盤となる農業水利施設の長寿命化対策や防災

減災対策を推進するもので、昭和同仁町の排水

路改修工事及び坂本町のため池ハザードマップ

看板２基の設置工事を予定しております。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金１

８６３万円及び市債８２０万円を予定しており

ます。 

 続きまして、目９・水田営農活性化対策推進

事業費で１７３３万９０００円を計上しており

ます。前年度比３７万３０００円の減となって

おります。 

 説明欄、経営所得安定対策等推進事業１４０

９万７０００円は、水田を活用して、麦、大

豆、飼料用米などの作物を生産する農業者に交

付する水田活用の直接支払交付金や、畑作物の

直接支払交付金及び収入減少影響緩和交付金の

実務を行う八代市農業再生協議会への推進事務

補助金でございます。 

 なお、特定財源といたしまして全額、県支出

金を予定しております。 

 続きまして、目１０・地域農政特別対策事業

推進費で３５３万２０００円を計上しておりま

す。前年度比７万６０００円の減となっており

ます。 

 説明欄の担い手育成総合支援事業３０７万円

は、認定農業者の育成・確保、農業経営の法人

化などの対策を実施する八代市担い手育成支援

事業補助金として２５５万円、八代農業塾の実

施に係る担い手育成研修事業補助金として５２

万円を、八代市担い手育成総合支援協議会に対

して補助するものでございます。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金１

７０万円及びふるさと八代元気づくり応援基金

繰入金５２万円を予定しております。 

 次に、８４ページをお願いいたします。 

 目１２・地籍調査費で１億３４３３万８００

０円を計上しております。前年度比１億６１７

９万１０００円の減となっております。 

 地籍調査事業につきましては、国の内示を受

けまして、令和４年度実施予定事業の大部分を

令和３年度事業予算として前倒しし、３月補正

予算として計上しており、令和４年度当初予算

としましては、職員の人件費をはじめ会計年度

任用職員の賃金、調査推進員への謝礼、関連事

務費などが主なものとなっております。 

 令和４年度当初予算に計上の調査地区としま

しては、築添町の一部０.３２ヘクタール、事

業費８１０万円を予定しております。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金６

０７万５０００円を予定しております。 

 次に、８５ページをお願いします。 

 目２・林業振興費で１億５９３６万７０００

円を計上しております。前年度比１１２９万９

０００円の増となっております。 

 主な事業につきまして、説明欄の２番目、森

林経営管理事業４８９５万円は、森林環境譲与

税を活用して行う事業でございます。事業内容

につきましては、森林所有者への意向調査及び

森林の現況調査委託費としまして１６２４万６

０００円、それから森林作業道の修繕費５６０

万７０００円、それから、やつしろの山づくり

推進協議会への運営補助金６３３万７０００

円、それから作業道開設や補修費用の一部を助

成する森林作業道等基盤整備事業補助金１５０
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０万円などが主なものでございます。 

 一つ飛びまして、有害鳥獣被害対策事業２０

３３万９０００円は、鳥獣被害対策実施隊員の

活動に対する報酬や費用弁償など６２０万４０

００円、鹿捕獲に要する経費として１頭当たり

５０００円、捕獲目標頭数２６００頭分の補助

金１３００万円などでございます。 

 次に、森林整備事業６０４３万５０００円

は、作業道の維持・修繕や森林の下刈り、間伐

などに要する経費となっております。作業路等

修繕費として３６０万円、林道・作業道の舗装

用生コンの原材料費として３００万円、森林環

境保全整備事業補助金として森林組合等への補

助５３８０万円などでございます。 

 なお、林業振興費全体の特定財源といたしま

して、県支出金４２３万５０００円及びその他

財源５万２０００円を予定しております。 

 ８６ページをお願いします。 

 目３・林道維持費で５２３１万７０００円を

計上しております。前年度比５２４万２０００

円の減となっております。これは、市内一円の

林道維持管理費で、内容につきましては、林道

の修繕費２０６０万円、除草作業委託費７５０

万円、生コン等の原材料費１７５万１０００

円、それから工事請負費２０００万円などとな

っております。 

 なお、特定財源といたしまして、諸収入３万

５０００円を予定しております。 

 次に、目４・林道新設改良費で１億１５７１

万１０００円を計上いたしております。前年度

比８４３１万４０００円の増となっておりま

す。 

 説明欄の市内一円林道新設改良事業１７２５

万６０００円は、坂本町の林道２路線の舗装工

事に係る測量設計費及び工事請負費１３００万

円、それから幹線林道菊池人吉線に係る賦課金

と受益者組合助成金３３５万６０００円などで

ございます。 

 なお、特定財源といたしまして、市債１３０

０万円を予定しております。 

 次の道整備交付金事業は、林道の改良、舗装

などを行う令和４年度からの新規事業となりま

す。事業費８５５０万６０００円の内容としま

しては、坂本地区の林道３路線の改良及び舗

装、それから、泉、東陽地区の林道３路線の改

良に要する経費などとなっております。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金４

４１０万円、市債４０９０万円を予定しており

ます。 

 続きまして、８７ページをお願いいたしま

す。 

 項３・水産業費、目２・水産業振興費で６５

１９万１０００円を計上しております。前年度

比１７２６万５０００円の減となっておりま

す。 

 主な事業につきまして、まず、説明欄の３番

目、漁場環境保全事業１３９０万２０００円

は、八代市水産振興協議会などの各種協議会負

担金として１１５６万円、航路標識設置補助金

１００万円などでございます。 

 次の環境生態系保全事業５０５万９０００円

は、アサリ資源の回復や干潟の保全、漂着物の

除去などに取り組む水産多面的機能発揮対策事

業に対し、市の負担分として事業費の１５％を

負担するものでございます。 

 令和４年度は、鏡町アサリ活動組織、二見海

岸の干潟を守る会、金剛資源管理保全振興会及

び新たに八千把地区の全部で４つの組織が活動

を実施する予定でございます。 

 一つ飛びまして、栽培漁業振興事業１２６０

万４０００円は、水産資源の回復・増大を図る

ため、ヒラメ、タイワンガザミ、カサゴ、ウナ

ギ、アユなどの放流に係る経費８９６万２００

０円及び各協議会が実施する共同放流に対する

市負担金３６４万２０００円でございます。 

 説明欄 後の水産物供給基盤機能保全事業２
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５２０万円は、令和２年度から行っております

大鞘漁港の防潮堤補修の工事請負費でございま

す。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金１

２６０万円、市債１１３０万円を予定しており

ます。 

 続きまして、ページが飛びます。１１６ペー

ジをお願いいたします。 

 款１０・災害復旧費、項１・農林水産業施設

災害復旧費で、総額４億５８４４万１０００円

を計上しております。 

 目２・林道施設災害復旧費で、４億２４０万

１０００円を計上しておりますが、このうち当

委員会関係分は、説明欄の林道施設災害復旧事

業１１００万円となっております。 

 これは、令和３年８月の大雨で被災した泉町

の林道福根線２か所の復旧に要する工事請負費

となっております。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金８

８０万円、市債１９０万円を予定しておりま

す。 

 以上で、農林水産業費及び災害復旧費の説明

とさせていただきます。御審議のほど、よろし

くお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本隆一君） 農業施設維持管理事業

と排水機場維持管理事業について確認なんです

けれども、私は鏡出身なんですが、鏡のほうも

ですね、非常にお世話になってるところであり

ますけれども、担当、管理をされてる方から非

常に大変ていうことをいつも聞くんですが、１

５あるこの排水機場、何名の方がこの管理に委

託をされているのか、また、パトロール等ので

すね、何名の方が対処されてるのか、また、１

人当たりのその委託料といいますかね、そうい

うはいかほどなのかというのがちょっと気にな

るところがありまして、ちょっと確認ですけど

も、お願いします。 

○農地整備課長（村井幸治君） 農地整備課、

村井でございます。よろしくお願いします。 

 先ほど委員のほうから御質問ございました排

水機場の維持管理でございますけども、これは

全体で八代市には３３か所排水機場がございま

して、そのうち１５は市のほうで管理しており

ます。 

 その委託先なんですけども、各土地改良区の

ほうに委託をしとりまして、はっきり言って、

何人で当たられるかっちゅうのは、その土地改

良区のほうにお任せしとりますので分かりませ

んけども、大体そこに対応できる人間ですね、

恐らくまあ５人とか、その程度だろうかと思い

ますけども、対応されとると思います。 

 その委託料なんですけども、大体１機場当た

り５７万８０００円、大体５８万円ぐらいの金

額で委託しとるところでございます。ただし、

重油代とか電気代というのは、こちらのほうで

全部お支払いしとるというような形で、重油と

か足らなくなったときは、その都度うちのほう

で入れに行くというような形になっとります。 

 はい、以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（橋本隆一君） はい、理解できまし

た。それでですね、そのあれされてる方なん

か、ちょっとお話聞いて、大変な事業でです

ね、どれくらいのあれに見合った委託料なのか

なというような気になったもんですから、それ

はお話合いの中でされてることだと思いました

ので、まあ理解をしました。ありがとうござい

ました。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） まず、すいません、い

ろいろと農業関係だったり、フードバレーだっ

たりとかっていうのがいろいろあるんで、あ
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と、まず、アドバイザーの関係のやつ確認した

いと思います。 

 まずは、フードバレーの国内のやつですね、

アドバイザーさんいらっしゃるというようなこ

とがありますし、海外のほうも委託がありま

す。あと６次産業化のところで商品開発アドバ

イザーさんていうのがありますんで、まず、そ

このフードバレー関係ですね、これ、また昨年

度と同じ方ですかね。どういった方がされるの

か。 

○理事兼フードバレー推進課長（豊田正樹君） 

 おはようございます。フードバレー推進課、

豊田でございます。よろしくお願いします。 

 御質問の来年度のアドバイザーの予定でござ

いますが、本年度の活動状況と併せて、ちょっ

と御紹介をさせていただきたいと思います。 

 国内のアドバイザーについては、引き続き現

在のアドバイザーにお願いしたいというふうに

考えております。 

 本年度につきましては、２年間に及びずっと

交渉を続けていただいておりました和かんきつ

につきまして、飲料メーカーとつながりになり

まして新商品の開発につながっておるというよ

うなところでございます。また、チョコレート

の世界大会の日本代表の店舗にも、八代産品の

新規の販路の開拓というようなことも行ってい

ただいております。また、国内で先駆けとなり

ました無人販売店、こちら埼玉のほうにまずあ

ったわけでございますが、そちらのほうにも新

商品の販路の開拓というようなことでおつなぎ

をいただいたというところでございます。 

 次に、商品開発アドバイザーでございます

が、商品開発アドバイザーにつきましても、現

在のアドバイザーについて引き続きお願いした

いというふうに考えておるところでございま

す。 

 本年度の取組状況というところでございます

が、フードロスへの取組というようなことで、

未利用資源、海産物だったり、キノコだった

り、野菜だったり、そういったものを活用した

新商品の開発を進めていただいておるというよ

うな状況でございます。 

 また、新たな販路ということで、冷凍自動販

売機、こちらのほうへの商品の提案というよう

なことも行っていただいたところでございま

す。 

 また、市の事業者が現在やっぱりＥＣサイト

とか、そういったものに非常にやっぱり興味が

あられるということで、そういったサイトの構

築に向けた作業の補助もしていただいておると

いうような状況でございます。 

 海外アドバイザーにつきましては、お二人予

定をしとるところでございますが、お一人につ

きましては、本年度同様で福岡在住で平成３０

年度からアドバイザーを務めていただいておる

ところでございます。７か国語に堪能でござい

まして、いろんな販路の開拓とかということを

行っていただいておりますが、オーストリア、

タイにイグサの加工品等の新規の販路開拓をし

ていただいております。また、海外バイヤーと

ですね、直接やり取りをいたしまして、イグサ

を使った海外受けするような商品の開発、その

辺のやり取りもしていただいておるというよう

な状況でございます。 

 それからもう一人のアドバイザーでございま

すが、次年度につきましては、ちょっと交代を

現在予定しとるところでございます。その経緯

について、ちょっと御説明をさせていただきた

いと思いますけども、宮崎在住で平成２７年か

ら本市のアドバイザーを務めていただいとった

ところでございますが、物流面から支援をいた

だいとったところでございます。近年コロナ禍

の影響にございまして、台湾でのフェアであっ

たりとか、見本市への出展というのが相次いで

中止をさせていただいておりまして、物流面の

支援の業務がなかなかアドバイザー本人もちょ
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っとできていないというような気持ちもお持ち

でございます。また、他県に在住をされており

ますことから、緊急事態宣言、また、まん延防

止等重点措置のほうで、小まめに市内の事業者

の訪問活動ができないというようなことでござ

いました。そういったことから実際市のために

活動がちょっとできていないというような状

況、併せて、それに伴う報告書のほうの提出が

なかなか難しいということでございます。あわ

せて、これはもう私の推測でございますが、物

流会社の代表を務めていらっしゃいまして、現

在海外の物流に関しましては、世界的なコンテ

ナ不足であったりとか輸送コストの高騰とか、

非常に今混乱をしとります。そういった背景も

ございまして、――あったのかなというふうに

推察するところでございますが、昨年１０月の

中旬にアドバイザー任務をちょっと辞任したい

というようなお申し出をいただいたというよう

なところでございます。 

 そこで、我々といたしましては、新たなアド

バイザーをちょっと探さんといかんというよう

なことで、県内の輸出関係の団体、機関等のほ

うに御相談をいたしまして、お一人ちょっと御

紹介をいただいたところでございます。簡単に

御紹介いたしますと、現在は貿易会社の代表を

務めておられる方で、長年熊本県内の民間企業

で海外展開の部門で非常に御活躍をされておら

れた方でございます。特に中国、香港、台湾

と、私どもが主戦場と考えておるようなところ

に非常に明るいということで、現地ではそうい

った民間企業の法人等の立ち上げもされておら

れるというところでございます。また、国内に

おられる際には、公的機関等から依頼によって

海外展開に関する講演会等もなさっておられる

というような方でございます。 

 この方につきましては、民間企業をお辞めに

なられる際、非常に引き留めもあったというふ

うに聞いとりますが、どうしても自分で独立し

てやりたいというような思いから、昨年の１２

月で民間企業を退職されて、１月に法人を、貿

易会社を立ち上げられたというところでござい

ます。 

 我々のほうも、私のほうも一度お会いしまし

て、いろいろお話をさせていただいたんです

が、非常にやっぱり熱意のあられる方でござい

まして、市のフードバレーの状況をお話ししま

して、こういったことで今後八代市のために御

協力いただけませんかということで現在お話を

して、要請があれば御協力しますよということ

で、現在はお答えをいただいているというよう

な状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、ありがとうござ

いました。詳しく説明いただいて、よく分かり

ました。 

 引き続きなんですけど、フードバレー６次産

業化等推進事業のところで、この新規のところ

でですね、マッチングのやつをやりたいという

のがあったんですけど、この業務委託って、こ

れどこら辺に出すんですかね。 

○理事兼フードバレー推進課長（豊田正樹君） 

 マッチング交流会についてお答えいたしま

す。 

 この事業につきましては、我々は市内の事業

者の訪問をさせていただく際、市内の事業者の

ほかの、自分の会社以外の商品をちょっと知り

たいだとか、市内の事業者同士でコラボして新

たな商品開発をしたいとか、そういったこと

を、声を頻繁にいただいとったところでござい

ます。そこで、平成３０年、それから令和元年

度、小規模ではございますが、職員が手づくり

で八代版のマッチング交流会というようなこと

はさせていただいたところでございます。コロ

ナ禍にありましたもんですから、令和２年度、

３年度につきましては中止というようなところ

でございます。 
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 状況としましては、参加事業者、また、バイ

ヤーからは非常に好意的な御意見をいただいた

ところでございます。成果といたしましては、

平成３０年度が４件、元年度が１８件の新規成

約ということで、一定の成果をいただいたとこ

ろでございます。 

 先ほども申しましたとおり、職員が運営を担

っておりますが、さらにですね、商談が、交流

が活発になるというようなことになるために

は、やっぱり会場のつくり込みだったりとか、

バイヤーさんへの働きかけ、また、商談の後押

しだったり、商談後のフォローだったり、そう

いった専門的な商談後のフォローなど、専門的

なですね、やっぱり知識とかノウハウをお持ち

の民間、例えばコンサルティング会社とか、そ

ういったところにちょっとお願いする必要があ

るのかなということで考えとるところでござい

ます。 

 そこで、こちらにつきましては、プレゼンテ

ーション方式で公募をかけさせていただきたい

というふうに予定しとるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。

今から、じゃあ決めていくっていうことでよか

ですね。（理事兼フードバレー推進課長豊田正

樹君「はい」と呼ぶ）分かりました。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、畳の関係

なんですけれども、まず、イグサの畳表活性化

連絡協議会負担金というのがあるんですけど、

これは事務費ですかね。ていうのが一つ。 

 あともう１個が認知向上の需要拡大事業なん

ですけれど、これでですね、説明のときに国産

畳表のシェア拡大ていうふうに言われたと思う

んですけれども、私的にこの八代産の、この畳

表のシェア拡大というふうに言ってほしいんで

すよ。国内産じゃなくて、国産のより、国産の

やつはもうほぼ八代産だと私は思ってますん

で、まずはそこをちょっと何か引っかかる部分

がありますんで、八代産、──しかも、この１

５００万円も出すわけですから、そこの協議会

に対して出すわけですから、それ八代のお金を

使って出すわけですから、八代の畳表のシェア

拡大を目的にていうふうにやってほしいなとい

うふうに思ってます。 

 この、本題に入っとですけども、事業負担金

ということであるんですが、今年、Ｒ４年度で

すよね、っていうのは新規でどういったものを

考えてるのかとか、そういった展開のところで

すね。ちょっとお話聞きたいなというふうに思

います。 

○農業振興課長（田島功一郎君） 農業振興

課、田島でございます。 

 先ほどの熊本県いぐさ・畳表活性化連絡協議

会の負担金１４０万１０００円でございますけ

れども、こちら、事務費の負担ということでは

ございますけれども、この協議会で生産面の活

動ですね、例えば、今まででいきますと、イグ

サの移植機ですとかハーベスタですとか、そう

いったものを導入する際の主な協議をする、推

進をする協議会の場ということになっておりま

して、八代市、八代地域農業協同組合、熊本

県、そういったところから負担金をいただきま

して、農業関係団体、いろんな関係団体集まっ

ていただきまして、その中で事務を進めている

と、活動しているというような協議会でござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○理事兼フードバレー推進課長（豊田正樹君） 

 それでは、八代産畳表認知向上・需要拡大推

進協議会の本年度の状況から次年度の見込みを

ちょっと御説明させていただきたいと思いま
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す。 

 昨年度は、畳と異文化、異業態をミックスし

まして、例えばゲームソフトだったり、ヨガだ

ったりと連携をして、首都圏での大型広告であ

ったり、ゲームソフトを活用したウェブ動画の

公開というようなことをやったわけでございま

す。本年度につきましては、八代産畳にアイデ

アとテクノロジーを掛け合わせた新製品、新た

な商品をつくろうというような基本コンセプト

で活動を続けていたというところでございま

す。 

 まず、幾つかアイデアがございまして、その

アイデアを実現できるかどうかというような裏

づけがまず必要でございますので、その調査を

行ったと。ある程度見込みが立った段階で、昨

年の８月にプロジェクトチーム内に製品化する

ためのチームをつくったというなところでござ

います。そのチームによりまして、新製品のプ

ロトタイプが１月完成をいたしました。あわせ

まして、プロモーション用のムービーの撮影、

編集も終了しているというような状況でござい

ます。 

 当初の予定では、２月に八代と東京２会場、

同日に体験型の発表会をするということで予定

をしとったところでございますが、御承知のと

おり、まん延防止等重点措置が延長というなこ

ともございまして、２月の末に開催されました

協議会において、本年度の発表はどうしてもや

っぱり難しいだろうということで延期をさせて

いただいたというところでございます。どうし

ても機能面を追求する、テクノロジーを使って

機能を体験していただかないといけないという

ことで、なかなか人を今呼ぶことができないと

いうような状況で断念したというところでござ

います。 

 現在は、時間ができましたものですから、ム

ービーに新たな映像等を加えて再編集の作業を

させていただいておるというような状況でござ

います。 

 この発表につきましては、現在、４月の２９

日が畳の日になりますもんですから、その前後

ぐらいで開催できればということでお話が進ん

でおるというような状況でございます。 

 ですので、令和４年度につきましては、まず

はその新製品を活用した発表会とＰＲ活動を行

っていくというようなことになろうかと思いま

す。あわせまして、建築士または設計士に対す

るアプローチ、現在のアイデアでございますけ

ども、著名な建築士、設計士さんと対談イベン

トをしたらどうかとか、あとはもう直接、八代

に産地視察というようなことでお迎えをしたら

どうか、あるいはコンセプトルーム、要する

に、そういった方々と連携してコンセプトルー

ムの開発とか、そういったことをやって広く周

知したらどうかというなことでお話が進んでい

るところでございます。 

 現在の状況は以上でございます。 

○農林水産部長（福田新士君） 委員、先ほど

申し上げられました国産畳表という表現があり

ましたが、訂正させていただきたいと思いま

す。八代産畳表で私たちは表現してまいります

ので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。フードバレーの関係も、――フードバレー

じゃなかった、畳表需要拡大の関係もよく分か

りました。すごい新商品というのが見てみたい

なというような気持ちもなりますし、頑張って

ほしいなというふうに思います。 

 これも、もう何年かですね、何年かな、もう

何かなっとですけれども、これによって、どれ

だけこの需要が伸びてるんだとかですね、数字

的なとこもちょっと追っかけてほしいなという

ふうには思ってますんで、そこら辺もお願いし

たいというふうに思います。 

 一旦終わります。はい。 
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○委員（成松由紀夫君） 関連でですね、さっ

き田島課長のところの熊本県いぐさ・畳表活性

化連絡協議会ですよ。市、県、ＪＡていうとこ

ろで１４０万円。今、八代市は事務方しよるわ

けでしょう。先ほど協議の場ということば言わ

れとっとですけど、具体的に今何をやってるん

ですか。市のやってること。状況。 

○農業振興課長（田島功一郎君） 農業振興課

の田島です。よろしくお願いします。 

 活性化協議会の中でですね、メンバーとしま

しては、今申し上げました市、県、ＪＡさん、

それに卸商業組合さんですとか、様々な関連団

体関わっていただいとりまして、その中で、皆

様方から毎年、どういった事業をしたいかとい

うことで募集をかけまして、その中で計画の調

整を行いまして、その中からピックアップをし

まして、事業をしているというようなことでご

ざいます。 

 事務局としては、市のほうがやっております

けれども、それぞれの活動につきましては、そ

れぞれ計画をされた団体さん、そういった方々

に中心になってしていただくことも多々あるよ

うな状況でございます。 

 それと、具体的な活動内容としましては、今

年度につきましては、研究関係といたしまし

て、北九州大学のほうに委託を行いまして、畳

の見える化ということで、畳の張り替え時期の

見える化という委託事業をいたしております。

これは化学畳表と天然畳表、これの比較をいた

しまして、紫外線照射を行いまして劣化がどう

いった形になるかというようなことで、そうい

った化学畳表と天然イグサとの比較といったも

のも行っているところでございます。 

 それと、あとまた具体的にはですね、こちら

の全国い産業連携協議会、こちらも国の補助金

を用いまして実施しておりますけれども、こち

らのメンバーにも活性化協議会なっておりまし

て、その中で、畳表の見分け方の研修会、これ

は、消費地のほうに伺いまして、消費地の畳屋

さん、こちらのほうと、こちらからは生産者で

すとか卸商業組合ですとか、ＪＡさん、私設市

場の方を派遣いたしまして、畳店との交流、意

見交換会等を行っているところでございます。 

 それと、あと新商品開発といたしましては、

イグサのドライフラワー、こちらを全国７か所

のホテルで展示する企画も２月から３月にかけ

て実施することといたしております。 

 そういった形で、活性化連絡協議会を中心と

して、そちらの全国い産業連携協議会、そちら

とも事業を連携しながら進めているというよう

なことが実態としてございます。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） いや、課長ね、今い

ろいろその活性化協議会については言ってるけ

ど、歴代の課長さん方にも、小堀さんだった

り、ずっと話をしてたけども、活性化協議会

て、ほら結局ね、川上、川中、川下があって、

それぞれの言い分があって、なかなか動きが取

りづらい。なかなか間に挟まってね、つらい立

場のような部分も多々見受けられるんですよ。

過去からね。ＪＡの言いなりになってるんじゃ

ないか、じゃあ、どこどこの団体に言いなりに

なってるんじゃないか、卸商のほうに偏ってん

じゃないかとかて言うて、歴代皆さん、それぞ

れね、豊田次長もよく御存じだけど、難しいか

じ取りをされてるのは分かるけれども、実際の

話、もうほら、これだけの予算が毎年ついて

て、業界の方々はもう活性化協議会にもう期待

してないというような、そういうイメージがつ

いてたからこそ、今、豊田課長のほら、フード

バレー推進課所管のところの、いわゆる認知向

上・需要拡大推進協議会のほうがこう、何ちゅ

うか、アクション的には非常に動きがあるよう

に見えるわけですよ。 

 ある程度の予算を出してる部分で、これ、基

金活用分で豊田さんのところはあっとかな、１
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５００万円ですかね、去年３０００万円だった

ですね。（｢１８００万」と呼ぶ者あり）去年

１８００万円。全体で３０００万円じゃなかっ

たの、ふるさと納税も含めて。だから、そうい

う、ほらまあ、お金があって、博報堂がね、い

て、いろいろなことは、事業は努力されてるの

は、もう非常に理解するから、周知徹底をもう

ちょっと市民の方々にやってもらう。 

 それと、活性化協議会がもうちょっと連携し

たほうがいいと思うんですよね。課は２課にま

たがってるんだけど、やっぱもうい業のＰＲに

ついてはとか、い業についての取りまとめは、

部次長で、しっかりとかじ取りして、その両課

をですよ、やっていかないと、もう川上、川

中、川下なんちゅうことじゃなくて、もうオー

ルイグサ、オール八代でやろうていうような、

そういうことを進めていただきたいと思うんで

すが、それは豊田さんいかがですかね。フード

バレーのほうからは。 

○理事兼フードバレー推進課長（豊田正樹君） 

 お答えいたします。 

 私どもの八代産畳表認知向上・需要拡大推進

協議会につきましては、民間の委員さんも多数

存在していらっしゃいますので、そういった方

々と、またお話をさせていただいて、連携でき

るような部分がございましたらですね、活性化

協議会あたりと御相談してまいりたいというふ

うに考えております。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） 豊田課長のフードバ

レーんとこはですね、逆に民間の方々が入って

て、フットワークがいいところがあるんで、活

性化協議会とその連携することとの中で、足か

せになるようなことがあるんだったら、やった

らもう意味ないんですよね。だから、そこは部

長、次長あたりどうですか。その調整ちゅう

か、連携ちゅうか。豊田次長。今後の見通し。 

○農林水産部次長兼農林水産政策課長事務取扱

（豊田浩史君） 御指摘ありがとうございま

す。 

 活性化連絡協議会につきましてはですね、一

応位置づけとしましては、産地の生産者、生産

体制をしっかりしましょうというところで、今

そっちのほうにかじを切っております。生産体

制をしっかりして、産地が一体となってです

ね、熊本産であることを示すＱＲコードつきタ

グなどそういったものもちゃんと浸透させる。

そういうことが一番大事かと思います。八代産

ということをですね、維持するために。そし

て、フードバレーでやっています八代産畳認知

向上・需要拡大推進協議会、あちらのほうはで

すね、やはり消費者向け、全国の消費者向けに

八代産をＰＲするという、この２段構えという

ことで私は一応考えてはおります。 

 事業連携につきましては、お互いが相乗効果

が出るような活動を今後取り組んでいかなけれ

ばならないので、昨年からですね、農業振興課

のほうには、そういったところも含めてから、

情報共有と連携、そういったものをですね、一

にしていって、お互いのプラスになるような事

業展開を検討しようというところでおるんです

が、まずは活性化連絡協議会は、生産者、生産

体制、そこをですね、しっかり固めてからです

ね、八代産畳表をオール八代でプレゼンでき

る、全国にプレゼンできるような体制の地固め

をしなければならないかなというとこを思って

おりますので、今後はですね、そういったとこ

ろで連携しながらですね、しっかりと取り組ん

でいかなければならないと思っております。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） そういうところで、

お互いのよかところをミックスして、切磋琢磨

するところはしてっていうようなことでです

ね。やっぱりどうしてもい業界、いがみあって

るもう時期じゃないですよ。川上、川中、川下

ね。どっかが展示会したら、どっかが引き下ろ
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すとかね。コロナ禍にあって、もうるるいろい

ろあってるけれども、もうそういうことじゃな

くて、やると。 

 それと、イグサのその偽装の見分け方みたい

なのも、さっき話出てたけども、そういうのも

しっかり生産者を大事にしていくようなところ

で進めていってもらえればいいし、あと、たぁ

み君とかいろいろ、こないだもちょっと私が指

摘しとったかな。使い方がこう、何かこう、Ｑ

Ｒコードで入れんかったりなんだったりという

のがこざこざあってたでしょう。その辺もるる

対応しとってくださいよ。 

 はい、以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかに質疑ありませ

んか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、今度林業

の関係ですけど、木の駅プロジェクトの関係で

すね、こちらのほうの状況てどうですかねとい

うのが一つあります。 

 と、有害鳥獣の関係ですけれども、これも、

現状どれだけ捕って、どれだけっていう話、ち

ょっとお伺いしたいんですけれども。というよ

うなことで、来年度の予算はどうなんだってい

う話お伺いしたいんですけど。 

○水産林務課長（小原聖児君） 水産林務課長

の小原です。よろしくお願いいたします。 

 まず、１点目の木の駅プロジェクトの状況で

ございますけども、この事業は切捨て間伐材や

端材などの山地残材を木質バイオマス燃料とし

て有効利用していこうというようなことから取

り組んでいる事業でございまして、過去５年間

ですね、平成３０年度が９４０トン、取扱量で

ございますけども９４０トン、令和元年度が７

６０トン、令和２年度が１５２７トンというと

ころでございます。令和３年度につきまして

は、２月末までで１５９２トンという状況でご

ざいます。この令和２年度に増加した理由とし

ましては、個人の持込量が増えてきてるという

ところからでございます。 

 木の駅プロジェクト事業の推移は以上でござ

います。 

 それから、有害鳥獣の件でございますが、ま

ず鹿の捕獲の実績を報告いたします。平成２９

年度で２０８８頭、平成３０年度で２４３８

頭、令和元年度が２４２５頭、令和２年度が２

４９７頭で、本年度が１２月末までで１８０６

頭ということでございます。 

 イノシシの捕獲実績としましては、平成２９

年度が８９９頭、平成３０年度が９７９頭、令

和元年度が８４９頭、令和２年度が９７８頭

で、本年度が、同じく１２月末までで４５２頭

というところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。 

 木の駅プロジェクトのほうですね、Ｒ２年度

からがんと伸びたっていうのがあって、非常に

ありがたいなというふうに思ってます。引き続

き頑張っていただきたいというのがあります。 

 有害鳥獣の関係ですけれども、今、平成２９

年度からの鹿とイノシシの頭数ですよね、捕っ

たと。頭数というのをちょっと教えていただい

たんですけど、これずっとほぼほぼ変わってな

いですよね、鹿もイノシシも。ですよね、頭数

がほぼほぼ変わってないって思うんですよ。増

えてないと。本来であれば増やすべきだと思う

んですよね、全体的に増えてるんですから、山

のほうで、鹿もイノシシも。それに伴って農業

被害ていうのが出てるわけですから、本来であ

れば、ここにもう少し手当てすべきじゃないか

なというふうに思うんですけど、予算的にはど

うですか。（｢答弁」と呼ぶ者あり） 

 ちっちゃいところはよかっですよ。昨年度と

か前年度、そん前々年度から予算がどういうふ

うに推移してるのかっていう、当初予算がです

ね。ていう話なんですよ。増えたか減ったかっ

ていう話ですよね。 
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○水産林務課長（小原聖児君） 予算的にはほ

とんど変わっておりません。 

 はい、以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。多分そ

うなんだろうなというふうに思うんですよ。 

 あと、今回ここの、いろいろこう説明のとこ

ろを見るとですね、多分捕られる方ていうか、

補助を出す方が１７５人というふうになってる

んですけど、これが総数なのかなというふうに

思うんですよね。これが、毎年毎年減ってきて

るんじゃないかなというふうに思うんですね。

増えては、──まあ微増なのか微減なのか分か

らんとですけれども、そういうのがありますん

で、これ、いろいろメニューがあるんですけ

ど、これにまた何かこう、新たなですね、手だ

てっていうのを増やしていかんと、捕っていた

だける方っていうか、その成り手がやっぱ増え

んとどうにもならんかなというふうに思います

んで、そこら辺に対しての新たなこの補助事業

とかっていうのをやっぱ考えていかんといかん

とかなというふうには思います。いかがでしょ

う。 

○水産林務課長（小原聖児君） お答えしま

す。 

 今、委員がおっしゃられてるのは、有害鳥獣

対策実施隊の人数の確保ということにつながる

かと思いますけども、それにつきましては、や

つしろの山づくり推進協議会で担い手対策ちゅ

うか、実施体制の強化じゃないですけど、そう

いう鹿、イノシシの被害対策費ということで、

研修の費用であったり、あとは防護服とかです

ね、そういうのも併せて、いろんな対策を取っ

とります。 

 で、実施隊員さんちゅうか、猟友会の方々に

は、その狩猟の講習会とかですね、そういうふ

うなあれの試験とか、そういうのをしておりま

して、また、林業者さんのほうにもですね、わ

なの狩猟資格を取るようにというような働きか

けも行っておりまして、近年では実施隊員数と

しては１７０名前後で推移してる状況でござい

まず。この今の状態をキープできていけばです

ね、いいのかなと思っているところでございま

す。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 捕る量ていう、──さ

っきですね、捕った量を見たら、あんま変わら

んですよねって話してたんですけれども、やっ

ぱり何かしていかんと増えないわけですよ、や

っぱ。ここ何年間かのこの推移、教えていただ

いたですけど、ほぼほぼ変わらないということ

は、やっぱり要因があるわけなんですよね。相

手も増えていくていうのはあるんですけど、

鹿、イノシシが増えてるていうのはあるんです

けど。やっぱ新しい何か考え方で、何かこう、

増えるような、捕る人が増えるような施策とい

うのは、やっぱちょっと考えていただきたい。

ぜひお願いしたいというふうには思います。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（成松由紀夫君） 何ページだ、黄化葉

巻病、黄化葉巻病の、――（｢３４ページ」と

呼ぶ者あり）やつがあったですね。黄化葉巻病

の６０１万円。この辺が何か黄化葉巻病の分に

ついては、何か非常に農林水産部、何もやって

ないというようなことを、全く無策のような

ね、言い方されてる方も多々いらっしゃるんだ

けど、今回何かこういう。日頃から黄化葉巻に

ついては担当部が着目しながら、いろんなこと

を模索されて研究されてるのがよく分かってた

ので、この中身についてちょっと教えてもらっ

ていいですか。 

○農業振興課長（田島功一郎君） 農業振興

課、田島です。よろしくお願いいたします。 

 黄化葉巻病につきましては、例年、平年です

と大体、発生株率というのが５％程度の発生で

ございますけれども、令和３年産につきまして
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は、丸トマトで１６％、ミニトマトで１０％と

いうことで、非常に発生株率が上がったという

ような状況でございます。そちら、黄化葉巻病

が出ることによって、年内のやはり収穫量とい

うのが例年よりも、かなりもう収穫ができなか

った、取れなかったということで、非常に大き

な問題となっておりました。 

 そういった中で、八代地域病害虫対策緊急対

策会議というのを実施いたしまして、その中

で、生産者と集出荷団体、そういった方々がメ

ンバーでございますので、対策をどうしたほう

がいいのかというような検討を緊急で行ってお

ります。 

 その中で出てきましたのが、農家さん自体の

ほうから意見も出てるんですけれども、なかな

か 近、ハウスの蒸し込み、これはですね、黄

化葉巻病の原因になりますシルバーリーフコナ

ジラミ、これがハウス内に残っとると。これ

が、収穫が終わった際に全てそのハウス内で蒸

し込みをしてですね、その中で死滅させれば、

その発生というのも次にうつらないというよう

なことで、まずはそこを農家さん自体も、何と

いうんですかね、徹底的にやる必要があるとい

うような御意見が出されておりました。（委員

成松由紀夫君「蒸し込み」と呼ぶ）蒸し込み、

ハウスの中でコナジラミを要は殺してしまう、

栽培が終わってからですね、収穫が終わってか

ら。（委員成松由紀夫君「蒸して」と呼ぶ）は

い。ハウス内を高温にすることによって、そこ

で虫を殺してしまうと。そうすると、次の作に

影響が少なくなるということでございます。 

 それともう一つは、仮にコナジラミが外にい

る場合ですね、繁殖地となるのが雑草、こうい

ったものが繁殖の巣に、すみかになるというこ

とで、こういった雑草についても地域で、なか

なかその雑草、そのまま生えてる場所もあるん

で、基本的には管理者ですとか、道路の管理者

とかそういった方々が、所管がすることにはな

りますけれども、堤防ですとか道路脇にです

ね、やっぱちょっと生えてるとか、そういった

ところも地域みんなで除草することによって少

しでも黄化葉巻病のですね、発生源を少なくす

るというようなことで、これはもう生産者のほ

うからですね、こういった対策も必要というこ

とで、お話もその会議の中でですね、出ており

ます。 

 そういったものに対して、市としてですね、

何ができるかちゅうことで、やっぱ地域一体と

なって取り組まれる取組、こういったものに対

しては市としても精いっぱい応援をしたいとい

うことで、今回、除草作業に対する支援という

のをさせていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） ちゅうことは、簡単

に言えば、ハウスの中で収穫後、その原因とな

るものを殺虫すると。で、除草のくだりが私も

ちょっとあれだったんだけど、聞けば草とかそ

ういうのも原因になるから、その除草作業も含

めてということになると、その殺虫剤なり、そ

の除草するときの草殺しか何か、その辺の経費

が１団体当たり３万円という理解でよかっです

かね。 

○農業振興課長（田島功一郎君） ハウス内で

の蒸し込み、こちらに対する補助は今行ってお

りませんけれども、その除草作業に対する燃料

代ですとか、草刈り機の歯を交換するとか、そ

ういった消耗品に対する補助ということで今回

の事業は予定いたしております。 

○委員（成松由紀夫君） 何か黄化葉巻病に対

してとか、トマトもやっぱり日本一の生産量と

いうこともある中で、ＰＲをですね、しっかり

今後していただいて。あたかも無策のように言

われるのは、やっぱ気持ちようなかじゃないで

すか。農林水産部、頑張ってるのは私も知って

るからね。そういうところは周知の徹底をお願

いしたいと思います。 
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 はい、以上です。 

○委員（堀口 晃君） 今のの関連でですね、

このトマト黄化葉巻病が急激に今広がっとると

いうような状況で、今回の予算だろうと思うん

ですけども、その広がっている被害状況という

のは確認をされてるのかどうかというのを聞か

せてもらっていいですか。 

○農業振興課長（田島功一郎君） 農業振興

課、田島です。 

 被害状況につきましては、当然被害が多いと

いうような生産者等からの声もありまして、Ｊ

Ａをはじめ、まず市役所のほうでも一緒にＪＡ

に同行して被害状況の調査をしたり、 終的に

はＪＡさんのほうでも各校区ごとにですね、被

害状況のハウス、それぞれのハウスを回って、

発生株率がどの程度出てるのかというような調

査をいたしてございます。 

 その上で、地域によってかなり、５０％以上

出てるようなハウスもございますし、逆に少な

いところもあるというようなことも状況として

はございますけれども、そういった調査を踏ま

えた、丸トマトの１６％、ミニトマトの１０％

という発生株率ということになっております。 

 以上です。 

○委員（堀口 晃君） それを踏まえてです

ね、今回６０１万３０００円という。この中に

おいては３９６万円なんですけども、この１団

体当たりに除草作業の経費を補助して、どのく

らいぐらいの効果があると今見込まれておる

か、ちょっとお聞かせいただいていいですか。 

○農業振興課長（田島功一郎君） 補助額につ

きましては、１団体当たり３万円ということで

上限を予定しておりますけれども、一つの団体

としましては、区域としましては大体町内単

位、その程度の範囲を予定いたしております。 

 効果につきましては、これはすぐ効果が出る

というような話ではないと思います。といいま

すのが、以前もですね、トマト黄化葉巻病が大

量に増加した、そういったときに何をしたかと

いえば、やはり草、除草、そういったものを行

うというのと、先ほど説明いたしました蒸し込

みですね、ハウス内での。ハウス内から出さな

いと。要は、病気を持ったコナジラミを外に出

すことによって、それがまた増殖していくとい

う形になりますので、そちらをハウス内で殺し

てしまうことで次の作付に被害が及ばないとい

うような取組をしてきたところですので、今回

はその辺の地域としての取組の意識づけ、これ

ももう一回、前に遡ってといいますかね、前

回、以前そういった形で防止に寄与できた、そ

ういった取組を今回ももう一回、皆さん、農家

さん自ら思い起こして協力をしていただきたい

というなふうに考えております。 

○委員（堀口 晃君） 何で聞いたかていうと

ですね、以前は黄色い札みたいなやつをハウス

の中にぶら下げるっていう、それが何て言うの

か私は知らないんですけども、そっちのほうが

かえって効果があるというふうなことの農家さ

んからのですね、意見があったもんだいけん

が、その効果について、この除草作業について

の効果、１団体に３万円の効果はどうなのか、

もしくはそっちのほうがかえって効果があるよ

っていうなことなら、そっちのほうがいいんじ

ゃないかというなことでお聞きしたんですけ

ど、その辺はいかがですか。 

○農林水産部次長兼農林水産政策課長事務取扱

（豊田浩史君） 期待される効果という点でお

答えいたしますが、実はですね、黄化葉巻病が

蔓延したのは今回２回目です。ここまでひどい

ような発生株率が１４％、１６％というのは、

平成１４年度に、１４年産トマトで１２％ほど

の発生率、そのときも今回と同じような、皆さ

ん混乱された状況がありました。そのときに、

黄化葉巻病を防ぐためには、シルバーリーフコ

ナジラミをハウスに入れない、ハウス内で増や

さない、ハウスから出さない。それを徹底しよ
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うというところで、翌年ですね、市内の全トマ

ト生産農家が、ハウス周辺の草刈り、もちろん

ハウスの中で増やさない、外に出さないという

ことで、６月２０日から８月２０日までのトマ

トの作付をやめようではないかという呼びかけ

もされて、それを徹底されました。あわせて除

草もされました。郡築のほうでは農家さんが、

民間の家庭菜園、そこにも農薬を施用されてコ

ナジラミを抑えられたということまでされまし

た。そしたら、翌年が４％まで下がりました。 

 ですから、その効果をですね、やはり皆さん

もう一度、そのときの状況を思い出していただ

いて、今回、トマト生産農家一斉にですね、取

り組みましょうということで、先ほど田島課長

が申しました会議で決定したところです。です

ので、そこに対しては、やはり私どもも支援し

なければいけないというところで今回の予算で

ございます。 

 それと、先ほど委員から出ましたホリバーの

農薬が染み込んでおる粘着板ですね、あれに対

して、黄色い粘着板に対しては、確かにあれは

以前は育苗圃での設置ということでやってたん

ですね、補助を。ただ、育苗圃からですね、８

月２０日過ぎて定植されますと、そこは野ざら

しなんですね。そこに黄化葉巻病、コナジラミ

がやってきて、結局同じなんです。育苗圃内で

は防げたけども、そこに出せば、結局、黄化葉

巻病に感染してしまうということで、そこは、

育苗圃内での効果はあっても、植え付けた後は

効果がない。結局、発生率を抑制するのには、

あんまり効果がなかったなというのがあります

ので、それを以前、やめたところではございま

す。 

 今回は、やはり 初の皆さんの意識に戻って

いただいて、除草作業を徹底しましょうという

ところからの予算立てになっておりますので、

よろしくお願いします。（委員堀口晃君「は

い、分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） よろしいでしょう

か。 

○委員（堀口 晃君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかありませんか。 

○委員（北園武広君） １点だけですけど、今

回の一般質問の中でも言わせていただきました

けど、本市においては農林水産物、もうかなり

多い。それに伴った生産者、そして、その経営

体によっては、その組織団体っていうのが数多

くあって思うとですけど、先ほどの成松委員の

くだりじゃないんですけど、そのつくっとらす

ところの事業というのは、こんなに、５０ぐら

いあるんですかね。５０以上ある事業、関係者

は分からすとですよね。市で、これに対しては

こんな感じでやってますというのは、それをつ

くっとらす農家さんは分かるんだけど、それ以

外の方っていうのに対しては、行政何ばしよっ

とっていうような形の中で、自分事として捉え

ないなら、どんだけやっても伝わっていかんと

思うとですよ。 

 だから、せっかくこんなに多くの事業をやっ

とられるんで、農家の方だったり、集荷団体に

対しての行政としてのアプローチていいます

か、こんな事業をやってますよっていうのをで

すね、内向きじゃないんですけど、出したほう

がいいんじゃないかなって思うんですけど、そ

の辺の考え方はどうでしょうか。何かこんなの

やってますよっていうやつを。 

○農林水産部次長兼農林水産政策課長事務取扱

（豊田浩史君） ありがとうございます。 

 なかなかですね、一般の方にも伝わりにくい

事業内容になっておるのは、まあ、でしょうか

なて思います、反省するとこがございます。た

だ、今コロナ禍でですね、いろんな対策事業と

か生産者の支援とか、そういう事業は組まれて

おりますが、そういったものをですね、ちょっ

と一覧にしましてからですね、今回いろんな資

金を活用くださいとか、そういったものをです
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ね、集荷団体や生産者団体にですね、もう全生

産者に行き渡るようにですね、ちょっと啓発資

料をですね、お配りすることを今ちょっと考え

ているところではございます。 

 以上でございます。 

○委員（北園武広君） はい、ありがとうござ

います。 

 そういったことをですね、ちょっと計画して

おられるんであれば、早めの段階でですね、作

成していただいて、周知のほうよろしくお願い

いたします。 

○委員（成松由紀夫君） 今、北園副委員長が

言った部分ていうのは、まさにさっき言いたか

った周知徹底のことなんですよね。だから、そ

れをですよ、今、ＤＸも含めて何か考えたらい

いんじゃないですか、ＳＮＳ活用も。そういっ

たのに出すと、意外と今、次世代の若手の生産

者とか、そういったところは口コミで広がって

いって、ああ、こういうことを八代市の農林水

産部、頑張ってんだみたいな、ああいうの、す

ぐシェアしたり、リンク張ったりして、いろい

ろやってるから、やっぱそういうのを、一つの

市長のスマート化、スマートシティーていう

か、そういう中にも活用できると思うんで。 

 これ要望です。お願いします。 

○委員長（増田一喜君） 要望ですね。 

○委員（成松由紀夫君） はい、答弁要りませ

ん。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、水産業の

関係でお聞きしたいんですけど。 

 大鞘漁港の整備のやつがずっと何年か続いて

るのがあるんですけど。すいません、前も聞い

たかと思うとですけど、ここ利用される漁師の

方ってどれぐらいおられるんですか。（｢結構

おられますけどね」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 出ますか。 

○水産林務課長（小原聖児君） すいません。

申し訳ありません。大鞘漁港を利用されてる漁

協さんはですね、鏡町漁協と昭和漁協さんで、

現在の組合員数は、鏡町のほうが４９名、昭和

のほうが３４名ということになっております。 

 ちょっと実際の船のですね、隻数はちょっと

資料、今ちょっとばたばたで、申し訳ありませ

んが、造った当時からもう３０年ほど経過して

ますので、その当時の隻数と現在の隻数をちょ

っと確認しなきゃいけないと。で、今の現在の

隻数に合わせた防潮堤の補修工事を今後は進め

ていかなきゃいけないというところでですね。 

 当時がですね、すいません、造った当時の隻

数が、３３６隻が守られるような防潮堤を造っ

てるというところです。それを現在の隻数で、

また見直しをやると。どこの区間までを補修工

事をあてがわなきゃいけないのかというところ

で、今後、関係漁協さんと、その船を寄せてい

ってもらわないけないというところでですね、

その辺りの調整が図られたところで、どこまで

の防潮堤の補修工事を進めるかということを決

定していきたいと思っています。 

 取組は令和２年度から始まっておりまして、

現在は、その当時の隻数の分を確保するところ

でいったときに８年度までということに計画を

立てておりますけども、その隻数が減る分で必

要ないところが出てくるというところで、５年

度か６年度かには終わる予定で今考えていると

ころでございます。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。

ありがとうございました。 

 水産業の関係なんですけど、全体的にです

ね、予算の割当てがめちゃくちゃ低い、少ない

なというふうに、それは部長、思うんですよ。

これが、所管事務調査で今回、何かアンケート

のやつの報告があると思うんですけど、農業と
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林業もそうなんですが、もう非常に厳しい状況

だと思うんですよね、担い手っていうのが。そ

こに対して、やっぱり効果的なやっぱり事業を

やっていくっていうのが必要かなというには思

うんですが、今回アサリの関係で新規に八千把

漁協さんが入っていただいたというのがあっ

て、これも期待したいなというふうには思うん

ですけど、やっぱりアサリが復活していくと収

入が増えていくと、漁業者の担い手が増えてっ

ていうふうになっていくんじゃないかなって。

今、県のほうのそのアサリのですね、偽装の関

係はありますけど、そういうふうに思うんです

よ。 

 それに対して、この５００万円ていう、これ

ぐらいのですね、あれ本当に、あれでいいのか

なというふうに思うんですよ。部長、いかがで

すかね。もう少しやっぱここら辺に手厚くこう

何かやっていかんばいかんちゃなかろうかなと

いう、思うんですけど、そこはいかがですか。 

○農林水産部長（福田新士君） 水産業に関わ

る予算額について指摘を受けとりますけれど

も、一応漁業関係者とかですね、関係団体等と

の協議を重ねてですね、予算等を成り立たせて

おりますので、５００万円が少ないのか、十分

足りとるのか、そこら辺についてはですね、担

当のほうと協議させていただきたいと思いま

す。 

 これからもですね、その予算を増やしたから

漁業者が潤うというんじゃなくて、その予算が

少なくても担当者のほうは頑張ってですね、い

ろんなアドバイスなり助言なりをやりながら、

漁業者の手助けとなるように頑張っております

ので、その点は御理解いただきたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、十分理解してる

んです。職員の方も一生懸命やってるのを理解

してるんですけど、やっぱり、もう実数的にで

すね、やはり人が減っていってるというのがあ

りますんで、やっぱそこに対して、実際にされ

てる方々からの、このヒアリングしながら組み

立てているんです、この事業はっていうふうな

ことは分かるんですけど、いろいろとまだ、い

ろいろ検討ていうかですね、勉強しながらです

ね、やっていかんばいかんとかなというふうに

は思います。 

 所管事務調査で、またありますんで、そこで

またいろいろお話しさせていただければという

ふうに思いますんで、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上で質

疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

○委員（北園武広君） 本市の先ほどの話なん

だけど、費目が多くて、それをフードバレー推

進課を中心にですね、国内外にアドバイザーを

置きながら推進されていくのはですね、話を聞

きながらわくわくしとったっですけど、逆に、

地元八代産のですね、要は、地産地消じゃない

んですけど、内向きのやつっていいますか、所

得向上につながる一つの手だてでもあるのかな

と。 

 ですんで、国内外、外向けの情報発信だった

り、アプローチであったりというのは全然大丈

夫と思うんですけども、それに併せてですね、

八代産の市内各地のですね、消費者のほうにも

ある程度の情報提供をやりながら、双方で考え

ていってもらえればなというふうに思ってます

んで、それに対してはまた行政内の組織体制の

整備とかあるかもしれませんけど、その辺ので

すね、検討をされてから、情報等、議会のほう

に上げていただければなというふうに思ってま

す。よろしくお願いします。 
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○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で、第５款・農

林水産業費及び第１０款・災害復旧費について

を終了いたします。 

 それでは、午前中の審査を終了し、しばらく

休憩いたします。午後は１時１５分から再開い

たします。 

（午後０時１３分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時１５分 開議） 

○委員長（増田一喜君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。 

 それでは、歳出の第６款・商工費及び第９款

・教育費について、経済文化交流部から説明願

います。 

○経済文化交流部長（和久田敬史君） 皆さ

ん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）経済文化交流部の和久田でございます。 

 私のほうから経済文化交流部が所管いたしま

す令和４年度当初予算の総括を着座にてさせて

いただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 令和４年度の当初予算におきましては、市長

の重点戦略で掲げられた、未来への新たな挑戦

をテーマとして、八代の未来を創る５つのビジ

ョンの中の４、地域の魅力とにぎわいの創出に

沿って予算編成を行い、魅力ある選ばれる八代

の実現を目指していくことといたしておりま

す。 

 また、昨年度に引き続き、坂本町の復旧・復

興と新型コロナウイルスの感染症対策につきま

しても、思いやりと感謝の気持ちを大切にしな

がら、時期を逸することなく、必要な対策に取

り組んでまいります。 

 市民の皆様の命と健康を守り、安心して暮ら

していただくことを念頭に置き、市民・事業者

の皆様が抱える喫緊の課題にしっかりと対応し

てまいりたいと考えております。 

 これからも多くの皆様に住んでいてよかった

と思っていただけるような八代市を築いていく

ために、経済文化交流部職員一同、一丸となっ

て取り組んでまいりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 それでは、各課の重点施策について順次説明

いたします。 

 まず、商工・港湾振興課におきましては、新

規事業として、サテライトオフィス施設整備及

び進出企業定着支援事業を実施いたします。こ

の事業は、旧宮地東小学校を改修してサテライ

トオフィスなどの整備を行うほか、進出企業と

地元企業とで設立する地域商社が地域資源を活

用した商品開発、販売開拓などに取り組むため

の経費の支援を行うものでございます。 

 そのほか、八代港の利用促進の取組につきま

しては、農水産品やその加工品などの貨物を八

代港から新規に輸出入する際の経費の一部を補

助するコンテナ物流トライアル事業助成金を創

出いたします。 

 また、商店街活性化事業では、市内の高校と

連携してチャレンジショップ貸出し用の台車を

つくり、こいこい広場などイベント出展時の利

活用につなげることで、商店街の活性化を図っ

てまいります。 

 続きまして、観光・クルーズ振興課におきま

しては、観光交流事業で、八代城築城４００年

記念イベント補助金の創設や観光情報誌るるぶ

の本市特別版パンフレットの作成などを行い、

八代の観光資源を県内外のエージェントへ売り

込み、地域の魅力を全国へ向けて発信してまい

ります。 

 また、八代インバウンドプロモーションプロ

ジェクト事業では、訪問者を増やすことを目的

に広域的な観光にシフトし、事業対象を海外か

らの訪問者だけではなく、市外からの訪問者へ
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と拡大し、くまモンポート八代などの観光施設

の活用や、ＤＭＯやつしろと連携し、観光産業

の回復及び強化を図ってまいります。 

 次に、イベント推進課では、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により全国花火競技大会など

のイベントが２年続けて実施することができま

せんでしたが、令和４年度は、国・県の新型コ

ロナウイルス感染症対策の指針などを基に十分

な感染防止対策を講じて、ぜひ実施してまいり

たいと考えております。 

 続きまして、文化振興課では、令和４年に八

代城が築城４００年を迎えますことから、新た

に八代城築城４００年記念事業として、記念シ

ンポジウムの開催や公開講座の実施、パンフレ

ットの作成などを行って、地域資源を活用した

文化振興やまちのにぎわい創出につながる取組

を行うものでございます。 

 同じく新規事業で、球磨川はね発掘調査受託

事業ですが、国土交通省が実施します球磨川河

川整備事業に伴いまして、球磨川はねの発掘調

査を受託して、現存する球磨川はね４か所のう

ち２か所の発掘調査を行うものでございます。 

 後に、スポーツ振興課でございますが、ス

ポーツ拠点づくり推進事業では、全国規模の大

会を継続して実施することにより、市民のスポ

ーツへの関心を高めますとともに競技力の向上

を図るものでございます。 

 本市開催としては、令和４年度が 終となり

ます全国小学生ＡＢＣバドミントン大会及び新

たに小学３年生以下を対象とした九州バドミン

トン小学生ＰＧＡ大会への支援を予定しており

ます。また、大規模スポーツ大会等誘致事業

は、八代市スポーツコミッションを通じて、ス

ポーツ大会・合宿等の積極的な誘致・開催を行

うことで本市ににぎわいをもたらすとともに、

スポーツの振興、交流人口の拡大を図るもので

ございます。 

 以上、令和４年度経済文化交流部所管の当初

予算の総括とさせていただきます。 

 なお、詳細につきましては、一村経済文化交

流部次長が説明いたしますので、よろしくお願

いいたします。 

○経済文化交流部次長（一村 勲君） 皆さ

ん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）経済文化交流部次長の一村でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 着座にて説明させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○経済文化交流部次長（一村 勲君） 当部所

管の当初予算につきまして、主要な事業・新規

事業を中心に、予算の内容を抜粋して説明させ

ていただきます。 

 それでは、まず、予算書の１２ページを御覧

ください。 

 第６款・商工費の当初予算額として２２億８

１０万５０００円を計上しております。前年度

と比較しまして７３０５万７０００円の増額と

なっております。 

 続いて、第９款・教育費のうち、当部関係分

の当初予算額として６億８７２１万９０００円

を計上しており、前年度と比較して１億５３３

万４０００円の減額となっております。 

 商工費及び当部関係分の教育費の合計額は２

８億９５３２万４０００円、昨年度と比較しま

して３２２７万７０００円、率にして約１.１

％の減、また、当初予算総額に占める割合は約

４.７％となっております。 

 それでは、予算書の８８ページをお願いいた

します。 

 款６・商工費、項１・商工費、目２・商工振

興費の予算額は１５億１５５６万６０００円を

計上しており、前年度から３０７９万９０００

円の増額となっております。増額の主な要因と

しましては、国のデジタル田園都市国家構想推

進交付金を活用した新規事業のサテライトオフ

ィス施設整備及び進出企業定着支援事業による
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ものです。 

 なお、財源内訳につきましては個別に説明い

たします。 

 説明欄を御覧ください。 

 説明欄の６行目、八代港ポートセールス事業

２億６４５万円の主な内容としましては、国際

コンテナ利用助成金１億７９００万円、リーフ

ァーコンテナ利用拡大事業助成金１６２０万円

となっております。前年度から１８５０万円の

増額となっておりますが、その主な要因としま

しては、台湾航路新規就航などに伴うコンテナ

利用・リーファーコンテナ利用の取扱量の増加

実績を加味したことによるものです。 

 次に、５行下の商店街活性化事業１８６６万

５０００円の主な内容は、がらっぱ広場・こい

こい広場の指定管理委託料３７万１０００円、

商店街活性化事業補助金１０００万円、八代市

創業支援事業補助金１４０万円となっておりま

す。 

 新たな取組としましては、こいこい広場を活

用したイベントへの出展などを支援するための

貸出し用台車６台の作成業務委託６６０万円で

ございます。作製に当たりましては、市内の高

校へ依頼する予定でございます。 

 なお、特定財源としまして、国庫支出金、新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金６６０万円、その他としまして、財産収入３

０００円、ふるさと八代元気づくり応援基金繰

入金１４０万円を予定しております。 

 次に、３行下の企業誘致対策事業８４５５万

６０００円の主な内容としましては、企業訪問

等旅費１００万円、企業誘致パンフレット印刷

製本費１３万２０００円、また、八代市情報通

信関連等事業所立地促進補助金は、前年度より

４３１３万２０００円増額の７９６２万３００

０円となっております。 

 新たな取組としまして、子育て世代のテレワ

ーク就労支援業務委託３００万円となっており

ます。これは、子育て世代の市民を対象に、コ

ロナ禍において注目されましたテレワークによ

る就労を支援する講座を開催するもので、安定

した生活の中で安心して子供を産み育てる環境

づくりを目指すものでございます。特定財源と

しまして、国庫支出金、新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金３００万円を予定

しております。 

 次に、５行下のＤＸによる八代圏域ツナガル

推進事業（地方創生）の主な内容としまして

は、ＤＸによる八代圏域ツナガル推進事業委託

料１６４７万円のほか、本町アーケード内のコ

ワーキングスペースの適正な事業運営を図るた

めのコワーキングスペース整備運営事業補助金

３９０万円となっております。 

 特定財源としまして、国庫支出金、地方創生

推進交付金７００万円、その他としまして、氷

川町、芦北町からの分担金２４７万円を含む３

１２万円を予定しております。 

 その下のサテライトオフィス施設整備及び進

出企業定着支援事業９１９９万２０００円は、

国のデジタル田園都市国家構想推進交付金を活

用して２つの事業を予定しております。 

 まず、施設整備・利用促進事業としまして、

旧宮地東小学校を改修し、サテライトオフィス

及びコワーキングスペース等として整備するほ

か、企業や利用者を誘致するためのプロモーシ

ョンの実施を予定しております。 

 次に、進出企業定着・地域活性化支援事業と

しまして、令和３年度に地方創生テレワーク交

付金を活用し整備したサテライトオフィスへの

進出企業と地元企業とで設立する地域商社が、

地域資源を活用した商品開発・販路拡大等の地

域活性化に取り組むための経費の補助を行うこ

ととしております。 

 事業費としましては、旧宮地東小学校の改修

及び関連のプロモーション業務委託等６２０８

万１０００円、地域活性化支援事業補助金２９
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９１万１０００円でございます。 

 特定財源としまして全額、国庫支出金のデジ

タル田園都市国家構想推進交付金６６８７万８

０００円及び新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金２５１１万４０００円を予定

しております。 

 次に、８９ページをお願いいたします。 

 目３・観光費を説明いたします。 

 予算額３億５７９４万６０００円を計上して

おり、前年度から４８４８万３０００円の増額

となっております。その主な要因としまして

は、日奈久温泉施設「ばんぺい湯・東湯」管理

運営事業及び八代インバウンドプロモーション

プロジェクト事業の増額によるものです。 

 説明欄を御覧ください。 

 ８行目、日奈久温泉施設「ばんぺい湯・東

湯」管理運営事業３０５０万４０００円の主な

内容としましては、これまで指定管理者より納

付金を受けておりましたが、令和４年度から６

年度までの指定管理期間におきましては委託料

の支払いへと変更になりますことから、指定管

理委託料２３００万円のほか、空冷チリングユ

ニット取替工事４７０万円などでございます。 

 特定財源としまして、合併特例債４４０万円

のほか、自動販売機設置料１万５０００円、電

柱等占用料１０００円を予定しております。 

 その３行下、さかもと温泉センター「クレオ

ン」管理運営事業３８４３万６０００円の主な

内容としましては、指定管理委託料２５５３万

円のほか、ベランダ床改修に係る修繕料１０４

０万円でございます。 

 特定財源としまして、過疎債１０４０万円を

予定しております。 

 ９０ページを御覧ください。 

 １行目、五家荘観光施設管理運営事業２０８

１万２０００円の主な内容としましては、指定

管理委託料１３４０万円のほか、緒方家かやぶ

き屋根補修に係る工事請負費４２０万円でござ

います。 

 特定財源としまして、過疎債４２０万円のほ

か、自動販売機電気代８万１０００円、携帯電

話中継基地局占用料３万６０００円、電柱等占

用料１万円を予定しております。 

 少し飛ばしまして、１０行下の観光交流事業

１８７０万円の主な内容としましては、やつし

ろの風作成委託３７９万２０００円、城下町

「やつしろ」お雛まつり事業委託１５０万円な

どでございます。 

 新たな取組としまして、八代城築城４００年

記念イベント補助金としまして５０万円、観光

情報誌るるぶの本市特別版パンフレットの編集

作成業務委託６０５万円となっております。 

 なお、特定財源としまして、国庫支出金、新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金６０５万円、その他としまして、まちづくり

交流基金繰入金５２９万２０００円を予定して

おります。 

 次に、４行下の八代インバウンドプロモーシ

ョンプロジェクト事業５８３９万３０００円の

主な内容としましては、ＤＭＯやつしろ補助金

４４４０万１０００円、観光物産イベント業務

委託１５０万円、氷川町、芦北町と取り組みま

すシトラス観光圏推進協議会負担金２１１万２

０００円、日奈久イベント補助金１５８万円、

八代妙見祭保存振興会補助金２７２万円などで

ございます。 

 新たな取組としまして、観光物産振興業務委

託５００万円となっております。これは、新型

コロナウイルス感染症の発生前後における観光

客の動向調査及び本市への入り込み客数や宿泊

者数の動向把握・分析などをＤＭＯやつしろへ

委託し、今後の観光施策へ反映させるものでご

ざいます。 

 その下のかわまちづくり推進事業５２２万６

０００円は、平成２７年３月に国の登録を受け

ました、かわまちづくり計画に基づきまして、
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遙拝八の字広場を整備し、完成・供用開始後の

維持管理等を行うものでございます。主な内容

としましては、肥薩おれんじ鉄道との協定に基

づきます橋梁落下物防止設備設置工事負担金３

０２万５０００円、遙拝八の字広場の管理委託

料１３５万６０００円などでございます。 

 特定財源としまして、合併特例債２８０万円

を予定しております。 

 続きまして、１１１ページをお開きくださ

い。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目３・文

化施設費で１億６２９８万３０００円を計上し

ており、前年度から５１６１万６０００円の増

額となっております。増額の主な要因としまし

ては、昨年７月に開館しました八代市民俗伝統

芸能伝承館、お祭りでんでん館で放映する妙見

祭映像の制作業務委託及び鏡文化センターの空

調機改修工事によるものです。 

 説明欄の４行目をお願いいたします。 

 八代民俗伝統芸能伝承館管理運営事業５９０

３万３０００円の主な内容としましては、笠鉾

組立・解体謝礼３２万円、光熱水費６９６万

円、受付及びガイド業務委託８４９万３０００

円、清掃業務委託５１２万９０００円のほか、

お祭り体感シアター映像制作等業務委託３１６

５万３０００円でございます。 

 なお、お祭り体感シアター映像制作につきま

しては、でんでん館の整備事業の一環として令

和２年度に行う計画でございましたが、コロナ

禍の影響で妙見祭が令和２年度、３年度と２年

連続で中止となり、映像撮影ができなかったた

め、令和４年度に改めて撮影を行い、映像を制

作するものです。 

 特定財源としまして、伝承館使用料などで６

０７万円、ふるさと八代元気づくり応援基金繰

入金３１６５万３０００円を予定しておりま

す。 

 次に、１１３ページを御覧ください。 

 目６・文化財保護費で２億４２５万１０００

円を計上しており、前年度から５６１１万６０

００円の減額となっております。その主な要因

としましては、民俗伝統芸能伝承館整備事業が

終了したことによるものでございます。 

 説明欄の３行目、指定文化財保存管理事業９

３５万３０００円の主な内容としましては、令

和４年４月に国史跡に指定が予定されておりま

す八代海干拓遺跡の除草・清掃業務委託５２万

３０００円、植柳小学校旧講堂窓枠等保存修繕

５４０万円でございます。 

 特定財源としまして、ふるさと八代元気づく

り応援基金繰入金５４０万円、やつしろ文化振

興基金繰入金１３０万円を予定しております。 

 少し飛ばしまして、説明欄下から５行目の市

内城跡保存管理事業５２３万円は、国指定史跡

八代城跡群につきまして、本市を代表する史跡

及び名勝として保存・整備、活用を図るもので

ございます。主な内容としましては、八代城築

城４００年を契機に城跡郡全体の環境整備等を

行うための整備基本計画策定業務委託４２３万

９０００円でございます。 

 特定財源としまして、国庫支出金２５０万

円、その他としまして、ふるさと八代元気づく

り応援基金繰入金２２１万９０００円を予定し

ております。 

 次に、３行下の球磨川はね発掘調査受託事業

２４３０万５０００円は、国土交通省八代河川

国道事務所が実施します球磨川河川整備事業に

伴いまして、球磨川はねの発掘調査を受託して

行うものでございます。内容としましては、現

存する球磨川はね４か所のうち、丸はね及び大

はねの２か所の発掘調査２４３０万５０００円

でございます。 

 特定財源としまして全額、国庫支出金を予定

しております。 

 その下の八代城築城４００年記念事業６１９

万６０００円の主な内容としましては、鏡文化
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センター自主文化事業として行います古今狂言

会３９５万２０００円、城下町周遊マップ作成

６０万円、子ども体験講座用シール作成９万９

０００円、八代市文化祭オープニングステージ

委託２０万円などでございます。 

 なお、特定財源としまして、自主文化事業入

場料２１１万５０００円、ふるさと八代元気づ

くり応援基金繰入金２１４万４０００円などを

予定しております。 

 次に、１１４ページをお願いいたします。 

 款９・教育費、項８・社会体育費、目１・社

会体育総務費で８０２８万６０００円を計上し

ております。前年度から７９６万４０００円の

減額となっております。その主な要因としまし

ては、人事異動による給料、職員手当等の減少

などによるものでございます。 

 説明欄の５行目をお願いいたします。 

 トップアスリート育成事業１５０万円の内容

としましては、トップアスリート育成事業補助

金１５０万円で、強化指定選手のフィジカル及

びメンタルの能力開発や栄養学の習得、体力測

定によるトレーニング指導のほか、遠征費に対

する補助を予定しております。 

 特定財源としまして、その他の収入のふるさ

と八代元気づくり応援基金繰入金１００万円と

施設命名権料５０万円を予定しております。 

 次に、下段を御覧ください。 

 目２・社会体育事業費で３２０４万９０００

円を計上しています。前年度から３８２３万６

０００円の減額となっています。その主な要因

は、熊本県民体育祭の開催経費が不要となった

ことによるものでございます。 

 説明欄の８行目、スポーツ拠点づくり推進事

業３７１万７０００円の内容は、全国小学生Ａ

ＢＣバドミントン大会負担金２７１万７０００

円、九州バドミントンＰＧＡ大会負担金１００

万円となっております。 

 特定財源として全額、まちづくり交流基金繰

入金を予定しております。 

 次の大規模スポーツ大会等誘致事業５８８万

円の主な内容としましては、スポーツ合宿や大

会誘致を効果的及び計画的に行うための官民一

体組織、八代市スポーツコミッションの負担金

２２５万円、合宿応援補助金２００万円、大会

運営補助金１６３万円となっております。 

 特定財源としまして、その他の収入の八代市

スポーツ振興基金繰入金１５０万円を予定して

おります。 

 次のページをお願いします。 

 目３・社会体育施設費で２億７６５万円を計

上しています。前年度から５４６３万４０００

円の減額となっています。その主な要因は、県

民体育祭開催地として行ってまいりました体育

施設整備が終了したことなどによるものでござ

います。 

 説明欄の３行目、体育施設管理運営事業８４

３７万１０００円は、指定管理施設の管理運営

に要する経費で、主な内容として、指定管理委

託料７４３０万８０００円ほか、市民球場ソフ

トボール外野フェンス及び市民プールコインロ

ッカーなどの備品購入費４２２万８０００円な

どとなっております。 

 特定財源として、ふるさと八代元気づくり応

援基金繰入金２３６万５０００円のほか、施設

命名権料１７１万４０００円、自動販売機設置

料１８万円、電柱占用料１２万３０００円、土

地建物貸付収入２万円を予定しております。 

 後に、一番下の体育施設整備事業６３７０

万円は、東陽スポーツセンターの空調設備改修

工事に係る設計業務委託８３０万円のほか、八

代市テニスコート１面分の人工芝張替工事１１

９０万円、鏡総合グラウンド照明改修工事２１

８０万円、鏡体育館アリーナ照明ＬＥＤ化工事

５４０万円などでございます。 

 なお、特定財源として、体育施設整備事業債

６０９０万円を予定しております。 
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 以上が令和４年度経済文化交流部所管の当初

予算の内容でございます。御審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本隆一君） 企業誘致対策事業の中

のですね、子育て世代のテレワーク就労支援業

務委託ちゅうのがございますが、時機に応じた

非常にですね、有効な事業かと思います。その

受講者の見込み数ですね、どれくらい見込んで

おられるのか、それから受講者要件つうの、子

育て世代の枠がどういった枠なのかちゅうの

と、それから、どういった形での講座をされる

のか、形態ですね。それから、受講された方に

対して 終的に就労等の支援までされるのか、

そこら辺をちょっとお聞きしたいと思います。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 皆さん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼

ぶ者あり）商工・港湾振興課の田中でございま

す。よろしくお願いします。 

 まず、この子育て世代のテレワーク就労支援

事業でございますが、こちらにつきましては、

対象者を１０名と考えております。対象の方で

ございますが、おおむね１８歳から４５歳ぐら

いまでの妊娠中の方、または、ゼロ歳から１２

歳までのお子様がいらっしゃる、いわゆる子育

てのママさん方をちょっとターゲットとしてお

ります。 

 イメージとしましては、講座として６か月

間、毎週１回の講座をやっていきたいと思って

おります。 

 内容といたしましては、テレワークのノウハ

ウを持つ企業とともに、いわゆるクラウドソー

シングを使った実践に近い講座を行いまして、

講座終了後もすぐに就労できる体制の構築を行

うこと。実践に近い形で行うことで、講座中で

も収益を生み出す仕組みづくりを行ってまいり

たいと考えております。 

 クラウドソーシング、御存じかと思います

が、改めてちょっと御説明をいたしますと、仕

事を発注したい企業や個人の方がインターネッ

ト上を通じて不特定多数の人々に仕事を依頼さ

れたり、または、アイデアやデザインを募集し

たりするためのウェブサービスの総称でござい

ます。そちらのほうに自ら仕事を取りに行ける

と、そういうようなスキルまで取っていただい

て、 終的には講座中においても収益を生み出

すというようなスキルまで身につけていただき

たいと、そのように考えております。 

 以上でございます。 

○委員（橋本隆一君） はい、理解できまし

た。受講料は無料ということでよろしいですか

ね。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 現在、その部分も含めて検討しておるところ

でございます。 

 以上です。 

○委員（橋本隆一君） 受講料以外にも、テキ

ストとかですね、そういったところも発生して

くるかと思いますので、御案内のところもされ

ると思いますので、おっしゃったところがちょ

っと分かるような周知をよろしくお願いいたし

ます。（理事兼商工・港湾振興課長田中孝君

「はい」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 宮地東小学校の件です

ね、サテライトオフィスのとこなんですけど、

具体的に、どれぐらいの施設整備になるのか、

部屋数だったりとか、あとはその運用の仕方と

かっていうのは、お幾らぐらいで貸したいとか

っていうのがあるのかとか、そういったとこ

ろ、ちょっとお話聞きたいと思うんですけど。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工・港湾振興課、田中でございます。 
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 旧宮地東小学校のサテライトオフィスの改修

につきましては、イメージとして、サテライト

オフィスを４部屋、それと宿泊可能な部屋とし

て大体４部屋、それとコワーキングスペース、

飲食スペースというようなイメージで整備を考

えております。 

 流れといたしましては、こちらのほうの整備

に当たりまして、まず、施設整備とプロモーシ

ョンのほうを実施してまいりたいと思います。

施設整備のほうは当然市で行いますが、プロモ

ーションにつきましては、施設の運営と併せ

て、この旧宮地東小学校の施設をプロモーショ

ンしていただける方をプロポーザル方式で公募

したいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 使用料等につきましては、すいません、まだ

検討を進めているというところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。

ありがとうございます。 

 あと、すいません、別になりますけど、観光

施設の管理運営事業というところで、いろいろ

と温泉施設とかのですね、修繕とか出てるんで

すけど、東陽のほうですね、浴室改修工事とい

うのがあると思うんですけど、ここら辺のとこ

ろはどういった改修工事になりますか。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） 観光・クルーズ振興課、南です。よろし

くお願いいたします。 

 浴室の改修工事ですけども、主な内容といた

しましては、浴室、それからサウナ室ですね、

これのドアの改修工事が主なものになっており

ます。浴室のほうが男女ありますので２か所、

それとサウナのほうも２か所ということで考え

ております。 

○委員（成松由紀夫君） 初にですね、商工

・港湾振興課で未来チャレンジ企業創出支援事

業と未来創造塾運営事業、６０２万円と１６３

万円なんですが、ちょっとそこの中身が、内訳

が少し分かるとありがたいんですけど。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工・港湾振興課、田中でございます。 

 まず、未来チャレンジ企業創出支援事業につ

きましては、現在、６企業さんを未来チャレン

ジ企業創出支援コーディネーターという方に委

託をしまして、通年で支援を行っております。

それぞれさらなる収益増に向かってやっていた

だけるように、まず、コーディネーターの委託

料が３００万円、さらに、この６社の企業さん

に対して、販路拡大等の事業を行う場合に助成

等を行います補助金が３００万円、トータルの

約６００万円というところでございます。 

 もう一つの未来創造塾運営事業につきまして

は、昨年から行っておりまして、令和４年度で

３回目ということになりますが、若手の第二創

業、または、実際創業してらっしゃる方等に対

して、地域課題と自社の強みを生かした創業を

していただけるように支援するものでございま

す。今年度は１１名の卒業生を生みまして、新

たな事業プランを立てていただきながら実践を

行っていただいてるところでございます。 

 １６３万５０００円の主な内訳といたしまし

ては、そちらの講師のほうをしていただける各

種の方に対して、費用弁償で１０２万４０００

円。それと、指導講師の協議旅費といたしまし

て１６万１０００円。熊本大学のほうの金岡教

授のほうに御指導いただいておりますことで、

そちらとの研究委託費という形で４４万円等で

ございます。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） この２事業にＳＵＮ

ＡＢＡＣＯ八代さんとの関わりは何かあります

か。それともＳＵＮＡＢＡＣＯ八代さんは別の

枠なんですかね。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工・港湾振興課、田中でございます。 
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 ＳＵＮＡＢＡＣＯ八代さんのほうと直接的に

は関わりはございません。ただ、未来創造塾等

のですね、講師のほうでは、代表の中村代表の

ほうにお見えいただいて御講演いただくという

ような形の連携は図ってるところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） 大変、今、本町のほ

うでＳＵＮＡＢＡＣＯ八代さんは活動されてい

るところに、行政の職員さん方と非常にしっか

りとした連携ができてると。若手のですね、方

とこの間お話ししたんですが、非常に心強い

と。あそこに行って、いろいろな問題が解決し

たり、やっぱり起業をしていく意識が変わって

いったり、かき立てられるものがあるとかです

ね。担当課、非常にそこはやっぱ連携取って頑

張っていかれてるなと。なかなか縦割りで行政

が苦手とする横軸というか、そういったところ

を田中課長１人ですね、しっかりそこを対応さ

れてるなという部分があるんで、引き続き頑張

っていただきたいなと。 

 というのと、あと、この商店街活性化事業で

すね、補助金１０００万円。これはどこに行っ

て、どういう使われ方というか、流れになるの

かというのと、がらっぱ広場とこいこい広場の

指定管理が３７万円ということですけど、これ

はどこに委託してあるのか、ちょっと教えても

らっていいですか。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工・港湾振興課、田中でございます。 

 まず、商店街活性化事業の委託のほうの１０

００万円でございますが、例年、商店街の魅力

向上ソフト事業といたしまして、各本町１丁目

振興組合から２丁目、３丁目、通町商店街、文

政商栄会等のイベント、主に実施されるイベン

トでございますが、そちらのほうに補助を行っ

ております。 

 さらに商店街連合事業といたしまして、八代

中央街連合会が実施される本町土曜市でありま

したり、ファンタジーロード、出町、通町で実

施されますファンタジーロードでありました

り、あと、まちなか活性化協議会で実施してい

らっしゃいますおかみさんＤＡＹ、城下町「や

つしろ」のお雛祭り事業とか、こういうものに

対して補助を行っております。 

 そのほか、商店街再生事業といたしまして、

新規出店者に対する改装費の補助、家賃補助等

を行っているところでございます。 

 もう一つのこいこい広場とがらっぱ広場でご

ざいますが、今年度、まちなか活性化協議会の

ほうに指定管理として委託をして管理いただく

ような予定でございます。 

 以上でございます。（委員成松由紀夫君「今

年度。今年度がまちなかですか」と呼ぶ）申し

訳ありません、来年度です。（委員成松由紀夫

君「来年度」と呼ぶ）はい、令和４年度でござ

います。申し訳ございません。（委員成松由紀

夫君「まちなか活性化協議会」と呼ぶ）はい。 

○委員（成松由紀夫君） コロナ禍なので、な

かなかイベント等の開催が難しい状況ではある

とは思うんですが、がらっぱ広場とかこいこい

広場の使い方というか、そういったところが以

前から課題で、いろいろと指摘をですね、本町

の方々自らもおっしゃられるし、外からもいろ

いろな意見が出てるので、ある程度、行政のほ

うでもガバナンスというか、ちょっと効かせな

がら、アイデア出してですね、八代弘済会さん

だったり、ほかにもいろいろと、るる団体もあ

られて、アイデアがあられるところとはです

ね、やっぱしっかりまたやっていきながらやっ

ていただかないと、結構なお金ですよね。やっ

ぱり１０００万円に３７万円でしょう。 

 だからやっぱコロナ禍なので、なかなかこ

う、いきなり効果がどうだという話は、しっか

り眺めとこうとは思いますが、引き続き、そこ

はしっかりマネジメントするところはしっかり
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してですね、いただきたいなというふうに思い

ます。 

 あとはちょっとほかの項でやります。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。はい、

ほかに。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、どれやっ

たかな、すいません、ちょっと待ってください

ね。（｢なかなら俺が聞くばい」と呼ぶ者あ

り）いや、すいません、あります。 

 あそこのお祭りでんでん館なんですけど、あ

れで施設の関係のお金があったですけども、そ

この委託のところはどこに委託されて、整備と

かちゅうか、掃除とかの関係が載ってた思うん

ですけども、そこら辺のところ。 

 この金額が５００万円ってなっとっとです、

５００万円ぐらいになっとっとですけど、あの

広さで５００万円というのがどれぐらいなのか

なというふうに思うんですが。高いのか安いの

か、ちょっと分からんとですけども。 

○文化振興課長（丸山尊司君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）文化振興課、

丸山でございます。 

 今、御質問いただきましたお祭りでんでん館

の委託でございますけれども、いろんな業務に

対して委託をしてるんですが、ただいまおっし

ゃいました５００万円というのは、受付・案内

委託ということで。（委員野﨑伸也君「いや、

掃除のやつ」と呼ぶ）掃除、ああ、清掃業務委

託ですね。その委託先をということでよござい

ますか。（委員野﨑伸也君「うん」と呼ぶ） 

 委託先はですね、ビルテックという企業にな

ります。（委員野﨑伸也君「ビルテック」と呼

ぶ）はい。委託期間は開館、昨年の７月から今

年の６月３０日まで、一応１年間というところ

で委託をしております。 

○委員（野﨑伸也君） 提案されてから、何社

か来てから選んだっちゅう話だろうと思うんで

すけれども。（文化振興課長丸山尊司君「は

い」と呼ぶ）そやん状況なんですか。で、その

５００万円というのは妥当な金額なんですか。 

○文化振興課長（丸山尊司君） 入札をかけま

して、委託をしておるところです。（委員成松

由紀夫君「積算根拠ば言わなんですたい」と呼

ぶ）（委員野﨑伸也君「そやんなんですよ」と

呼ぶ） 

 一応、参考見積りをいただきまして、それに

基づいて予算要求をいたしまして、入札をかけ

ておるところでございます。（委員野﨑伸也君

「ビルテックさんですね」と呼ぶ）はい。 

○委員（野﨑伸也君） はい、ありがとうござ

いました。ちょっと別のところでまた聞きま

す。 

 あと、すいません、八代インバウンドプロモ

ーションプロジェクト事業というところで、Ｄ

ＭＯやつしろの補助金というのが３つぐらいあ

るんですけど、通常分、また、新規補助金（臨

時分）、また、補助金（出向職員分）とかとい

うのがあるんですけれど、これ、どういった内

容ですか。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） お尋ねのＤＭＯやつしろの補助金ですけ

ども、まず、業務委託の５００万円につきまし

ては、観光地域マーケティング調査ということ

で今回計上いたしておりますのが、もともと観

光地域づくり法人の登録制度に関するガイドラ

インというところで、また、ＤＭＯに関する手

引の中でですね、観光地域づくり法人――これ

はＤＭＯのことですけども、必ず実数・基礎的

な役割機能として各種データ等の継続的な収集

分析、データ等に基づいた戦略の策定というこ

とが明記されておりますので、今回このマーケ

ティング調査というのをやっていただく予定に

しております。 

 これは、一昨年から新型コロナウイルス感染

症の全国的な感染拡大及び長期化によりまし

て、本市を訪れます観光客の方、こちらのほう
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が激減いたしております。また、全国的にも、

観光客の動向にも変化が見られますので、こう

いったことから、コロナ禍前、それからコロナ

禍における基礎的な情報収集・分析することに

よりまして、コロナ禍後の観光事業においての

観光客が求める観光ルート・ニーズの実現を目

指して実施するというものでございます。 

 それから、補助金のほうの通常分、臨時分と

いうことでございますが、通常分につきまして

は、これは人件費分ということになります。事

務局長分、それからスタッフの人件費というこ

とになりますけども、スタッフの人件費につき

ましては、正社員３名、嘱託職員３名、合計６

名の人件費の一部を補助するというものでござ

います。 

 この人件費につきましては、これまでです

ね、平成２８年に設立して以来、地方創生推進

交付金、それから市内で開催されます大型イベ

ント、海外クルーズ船によるインバウンド事業

等により収益を確保しておりましたけれども、

令和２年からの新型コロナウイルス感染症の影

響によりまして、大型イベント等は開催されな

い状況が続いておりますし、クルーズ船も寄港

できないという状況が続いておりますことか

ら、当初予定した収益を上げることが困難な状

況が続いていると。また、先ほども申しました

国の指針、ガイドラインにおきましてもです

ね、その中で、全国で設置されたＤＭＯにおき

まして、安定的な運営資金の確保というところ

が課題になっているというところも指摘されて

るところです。 

 そういったところを踏まえてですね、その指

針、ガイドラインの中で、このＤＭＯの主たる

役割というのが、地域が稼げる仕組みづくり、

それから地域を活性化させることであって、こ

の観光地域づくり法人、ＤＭＯ自身が集客を上

げることではないということで記されておりま

して、そのために、活動に対しては財政面含め

た自治体による一定の支援が必要ということが

記載されておりますことから、今回、一定の運

営補助が必要であると判断して予算を要求した

ものでございます。 

 それから、臨時分でございますけども、臨時

分につきましては、これは赤字分の補塡という

ことになります。令和２年から新型コロナウイ

ルス感染症の影響によりまして、先ほども申し

上げました、大型イベントが開催されていな

い、また、クルーズ船も寄港できないという状

況が続いておりますので、収益が非常に悪化し

ております。令和２年度の収支決算におきまし

ては、約５４０万円の赤字を計上いたしており

ます。 

 その後もコロナ禍の状況が長期化し、収支の

改善の兆しが見えないという状況がございます

ので、これは令和３年度においてですね、予算

要求時の昨年末の時点でございますけども、今

年度の決算見込みにおきましても７００万円程

度の赤字が出るんではないかという予測があり

ましたので、昨年度の分と累積赤字というとこ

ろで１２００万円を計上させていただいたとい

うところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。 

 後、もう１点だけちょっとお聞きしたいん

ですけど、ＴＳＭＣ対策ていうところで、何か

事業というのはあるんですか。部長、何かあり

ますか。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工・港湾振興課、田中でございます。 

 ＴＳＭＣ関連というということで申します

と、まず、八代港ポートセールス事業におきま

して、今期、新規でコンテナ物流トライアル事

業助成金５００万円というのを上げさせていた

だいております。これにつきましては、新たに

八代港を利用していただくために、通常、荷主

様でしたら、決まった港を通常のルートで使う

というのがよくございます。ただ、八代港を使
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っていただくということをまず目指しまして、

１００万円の掛ける５事業ということでです

ね、計上しております。 

 内容につきましては、荷主の方が、例えば輸

出で言いますと、農産品等を出す。輸入で申し

ますと、今回の半導体関連のものを輸入される

方が八代港を使っていただけるように、そのト

ライアルとしてお試ししていただき、さらに

は、その方にヒアリング、または、今後の利用

状況等を聞かせていただきながらですね、正式

なルートとして八代港を売り込んでいくとい

う、そういう目的でこちらの事業をつくったと

ころでございます。 

 そのほかは、予算には出ておりませんが、ポ

ートセールス事業の旅費において、現在も各船

社回り、荷主回りを行っておりますので、そう

いうところから情報を引き出しながら、民間事

業者、港湾運輸関係の事業者等とですね、連携

をしながら進めてまいりたいと。市といたしま

しては、そのほか、県・国への要望ということ

も含めて実施してまいりたいというふうに思っ

ております。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） 完全にちょっと野﨑

委員とかぶるところではあっとですけど、関連

というか、質問しようと思っとったんですが、

お祭りでんでん館のですね、受付・ガイド業務

委託８４９万円あるとですけども、そこはどこ

が受けて、どういう方がされてるのかというの

と、あと、ＤＭＯやつしろの新規分で、今、赤

字というような表現等、るるあったんですけど

も、そこはさらっと教えていただければなと。 

 それとあと、議案説明のときに確認したら、

坂本ふるさと祭りに、坂本おどんがふるさと祭

りとか何とかってあったですよね。あれとそれ

は違うというようなことで話を聞いとったっで

すけども、その辺がちょっともう一回、どの辺

がどやん違うとか。 

 以上３点。 

○文化振興課長（丸山尊司君） 文化振興課で

ございます。 

 まず、 初の御質問、でんでん館の受付・ガ

イド業務委託でございますけれども、企業名で

申しますとダイワという企業に委託をいたして

おります。３年間の契約期間というところでご

ざいます。 

 こちらの委託内容でございますけれども、派

遣社員さんを派遣していただいて、窓口業務を

していただくというような内容になっておると

ころでございます。 

 以上でございます。（委員成松由紀夫君「派

遣社員さん」と呼ぶ） 

 今の点で。 

○委員長（増田一喜君） はいはい。 

○委員（成松由紀夫君） じゃあ、全部答弁も

らってから。総じて。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） お尋ねのＤＭＯやつしろの累積赤字１２

００万円とさっき申し上げたところの内訳だと

思いますけども、先ほど申し上げたとおり、令

和２年度が約５４０万円の赤字ということ、そ

れからあと、すいません、今年度は７００万円

の赤字見込みということで、すいません、そこ

の何がどうというところまでは、ちょっとすい

ません。（委員成松由紀夫君「分かんない」と

呼ぶ）はい。（委員成松由紀夫君「総額でいい

です」と呼ぶ） 

 あと、すいません、それにつきましても、ち

ょっと補足になりますけども、先ほど１２００

万円と申し上げましたが、これにつきましては

予算要求時点での見込みということでですね、

その後、収支改善に向けて努力は続けてもらっ

ておりますので、この１２００万円のほうはも

っと縮減してたところで取り組んでもらってお

ります。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 
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 商工・港湾振興課、田中でございます。 

 委員がおっしゃったものでございますが、さ

かもと復興商店街に対するイベントの件だと思

います。昨年度補正において１００万円のイベ

ント補助金を御採択いただき、その１００万円

のほうを八代市坂本町仮設店舗商店会に出して

おります。その中で実施されましたのが、さか

もと夏物語であったりとかですね、そのほかの

サンライフ八代作品展示会と、そういうことに

支出をされております。 

 先ほどおっしゃった坂本ふるさとおどんが祭

りのほうにつきましては、これは県のほうがど

うも支援をしているというなことでお伺いをし

ているところでごさいます。 

 以上でございます。 

○経済文化交流部長（和久田敬史君） すいま

せん、少し補足をさせていただきますが、坂本

ふるさと祭りといいますのは、市町村合併以

来、各支所でそれぞれで行っております支所の

お祭り、坂本支所で企画してやっているお祭り

が坂本ふるさと祭りでございます。 

 坂本おどんが祭りというのは、（委員成松由

紀夫君「ふるさとおどんが祭り」と呼ぶ）すい

ません、失礼いたしました。ふるさとおどんが

祭りといいますのは、今回は、熊本県の八代地

域振興局のほうで、補助をされて行われたお祭

りというふうに聞いておりますので、全く関係

はございません。 

○委員（成松由紀夫君） その坂本ふるさとお

どんが祭り、坂本ふるさと祭りていうところ

で、ネーミングはほとんどかぶっとるじゃない

ですか。で、「おどんが」が何を強調して、何

を意味しとらすとかよう分からんとですけど

も、市とすれば、あんまり関係なかわけですよ

ね、県の振興局がやったっちゅうことで。た

だ、市民の皆さん方にはどうしてもそこはかぶ

ってしまっている、誤解を招いているというの

は、多分、担当課もいろいろるる反響を見て感

じられとると思うとですよね。 

 なので、やっぱ祭りの名称についても検討

を、交渉すればよかわけだろうけんが、市がで

すよ。坂本復興祭りとか。でも、どやん考えて

も、坂本ふるさと祭りば坂本ふるさとおどんが

祭りて言うてしまうとですね、非常に誤解を招

きやすい。だから、そこの名称についての協議

なり何なりを調整をしていただきたいなという

のが一つ。 

 それと、ＤＭＯやつしろのところですけど

も、赤字で云々でということで、コロナ禍も含

めて分からんじゃなかっですが、現場はです

ね、南課長が一番御存じと思います。観光・ク

ルーズも一緒になって頑張ってですね、やって

おられるのは私も承知してますし、その赤字の

部分も、コロナ禍だけではなくて、例のヘルス

ツーリズム、やっぱあの辺にちょっと問題があ

った。そこの問題意識は、しっかり担当課、横

も連携して共有してですね。 

 この間も、日奈久のライトアップにしても、

今度、肥薩おれんじ鉄道とやれることとか、そ

して、ＡＮＡの元日フライトであったり、ふる

さと納税の分も含めてですね、かなりやっぱ

り、今度新たに全日空から幹部の方来られてま

すけども、御努力されてます。南課長がそこら

辺全て熟知されてると思うので、今後も引き続

きですね、しっかり連携していけば、多分その

赤字分なんちゅうのはですね、すぐ解消できる

というような気でおっとですよ。 

 して、何か先ほどの表現じゃ、あんまりもう

かっちゃいけないような表現はあったけど、Ｎ

ＰＯじゃないわけだし、そもそもＤＭＯは自走

していくんだっていうのが、八代シティー・プ

ロモーションから八代よかとこ宣伝隊で、ＤＭ

Ｏやつしろで、地方創生加速化交付金だって中

村市長になって取ってきた財源でやったんでし

ょう。増田委員長が一番詳しかですよ、その流

れも。だから、そういった意味でいくと、やっ
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ぱりこう自走していくことを目標に、各課で連

携して頑張っていただきたいなと。 

 それともう一つが、お祭りでんでん館。でん

でん館は派遣の社員さんということだけども、

丸山課長よう御存じと思うけど、派遣社員さん

なのか、非常に何か政治色のあられる方がガイ

ドされてるような話で、お客さんにやっぱり政

治的な話はしちゃいけん。やっぱそういうのは

少しガバナンス効かせて指導されたほうがいい

と思いますよ。そうしないと、ちょっと間違っ

た方向に行くと、一応、行政が委託料を出して

るわけでしょう。だから、そういったところは

ですね、しっかりと指導をお願いしたいと思い

ます。 

 それと 後に、スポーツ関係、いろいろ頑張

っておられるのは聞いてますが、この球磨川リ

バイバルトレイルの評判と参加料も含めて、い

ろいろと評価が高かったんですが、この分なの

かな、この間あったやつ、この５０万円は。球

磨川リバイバルトレイル大会開催事業っていう

やつの、このちょっと中身と、それと、トップ

アスリート育成事業の今、状況は今どんな形で

進んでるのか。あと、バドミントンは何か、新

規で九州バドミントンの小学生、ＡＢＣバドミ

ントンの絡みで、そこをちょっと今状況を教え

てもらえれば。 

○スポーツ振興課長（本村秀記君） こんにち

は。スポーツ振興課、本村でございます。どう

ぞよろしくお願いします。 

 まず、球磨川リバイバルトレイル大会開催事

業でございますけども、リバイバルトレイル、

いわゆるトレイルランニングでございます。こ

れは主催が八代市、そして水上村、五木村、山

江村、この４つのですね、自治体で開催したも

のでございます。 

 内容につきましては、まず、水上村を出発し

まして、九州のですね、中央の背振のほうをず

っと走ってきまして、１７２キロ走ってきまし

て、ゴールを日奈久のシー・湯・遊というとこ

ろで、制限時間を４２時間というふうに設け

て、そのコースでですね、２０２名ですね、２

０２名走ったところでございます。 

 もう一つのコースが、五木村を出発しまし

て、また九州のですね、山の中を走りまして、

シー・湯・遊をゴールとする約１００キロのコ

ースということで、なかなかですね、なじみが

ない大会でございますけども、参加者の多くが

ですね、県外からの参加者でございました。東

京のほうからもですね、５０人ほど参加されて

ですね、参加費が３万５０００円というふうに

高額でございますけども、参加者の方々もです

ね、こういったコロナ禍でですね、大会を開催

していただきまして感謝していますとか、来年

もぜひしていただきたいというですね、お言葉

をいただいているところでございます。また、

来年はですね、もうちょっと気温が温かい１１

月頃をですね、予定しているところでございま

す。 

 次に、トップアスリート育成事業でございま

すけども、これにつきましては、ＮＰＯ法人八

代市体育協会のほうに補助金というような形で

平成２６年度から始めた事業でございます。令

和３年ですね、これまで８５名をトップアスリ

ートの指定選手としてですね、指定しておりま

す。 

 この目標がですね、オリンピックをはじめと

する国際大会で活躍できる選手をですね、輩出

するというところで、これまで６名の方がアジ

ア大会を含む国際大会のほうに出場されている

ところでございます。 

 これは時限つきのですね、事業でございまし

たけれども、競技団体だったり選手、そして保

護者の方々からですね、ぜひ続けていただきた

いという言葉をいただきましたので、平成３１

年までだったんですけども、継続して続けてい

る事業ということでございます。 
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 次に、九州バドミントン小学生ＰＧＡ大会で

ございますけども、ＰＧＡがプレ・ゴールデン

・エイジということで、小学校の低学年を対象

とした大会でございます。八代のほうは平成１

９年からＡＢＣバドミントンを、これは日本バ

ドミントン協会の一大会でございますけども、

これを開催しておりますけども、これが来年、

令和４年をもってですね、本市での開催が終了

するということでございます。これまでです

ね、延長のお願いをしてですね、５年間延長し

ていただいとりますけども、どうしても来年で

他県のほうに移るということになっておりま

す。 

 その代わりではないんですけども、今バドミ

ントンがですね、非常に盛んで、小学生、中学

生の競技人口もですね、野球、サッカーを抜い

てですね、今バドミントンが八代市内ではです

ね、 も多い競技種目となっております。競技

人口がですね。その中で、バドミントンのです

ね、育成ですね、小学生の。小学生の育成だっ

たり、オリンピック選手を多数輩出していると

ころもございますので、途切れさせずにです

ね、また新たな大会を創設したというところで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） 球磨川のこの間のト

レイル、あれ、いろいろと反響が大きかったで

すよね。中身を聞いたら、１人３万５０００円

払うて、水上村の山ん中から走ってこらして、

４８時間、どろころもう、鼻血出してですね、

足引きずってでも来るような過酷なレースだっ

たということで、それが八代がゴールで誘致で

きたというのは、また、小さい予算で大きな効

果と思うんですね、５０万円で。やっぱ泊まり

も大分あったと。 

 開催前にはいろいろ懸念するような反応も多

少はあったような気もしたんですよ、県外も多

いということで。しかしながら、２００名、１

００名、まあ、３００名ぐらいですね、参加者

もあるということで、これは引き続きですね、

頑張っていただきたいなと、しっか頑張っとん

なと思うし、あと、ＡＢＣバドミントンが、坂

田市長のときですよ、あれ平成１９年、木村参

議院議員と大分ロビー活動して、誘致活動、私

も１期目だったんだけども、あのとき仙台市と

争ったんですよね。やっと八代が取って、また

泣きの一手で５年延長をお願いしたけど、いよ

いよよそに行くていうことで、多分、担当課

も、今度はこのＰＧＡ大会、そっちを低学年の

部分で何とかということで誘致されたと思うん

ですよね。 

 スポーツ振興課におかれては、大変、県のバ

ドミントン協会であったり全日本バドミントン

協会であったりとしっかり連携されてるという

か、交渉もうまくやられてるんで、引き続き、

バドミントンの聖地化じゃないんだけども、今

まで取り組んできたのが無駄にならないように

やっていただきたいなというふうに思います。 

 それとあと、トップアスリート育成事業、こ

れはもう今、非常に喜ばれてる事業なので、引

き続きやっていただきたいなというのと、た

だ、コロナ禍で、総合体育館の使用の仕方、前

回も言ったと思うんですけど、八代市体育協会

に、もうちょっとこうそこら辺の柔軟な使い

方、特にアスリート事業のサポートを受けてる

選手が行ったときに、なかなかこう、行き違い

というか、誤解があるようなところもあるみた

いなので、そこをちょっとまた担当課のほうか

ら指示をしていただきたいなと思います。 

 それとですね、一番言いたいのは、トップア

スリート事業でお世話になった子供で、私のち

ょっと知ってる人間も、今、結局プロレスラー

になったんですよね。 近ＣＭまで出るごっな

って、やっぱり八代に対していろいろ協力を今

後していきたいと。今、東京にいるんだけど、

八代の何かイベントがあったら恩返ししたいと
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いうようなことで、今、結構話題のあるよう

な、そういう選手もこのアスリート事業対象に

なった中にはもう出てきとると思うんですよ。 

 だから、そういった選手、地元の八代の子供

たちをいろんな形でまた活用していく、そうい

う申し出もあっとるということで、引き続き、

これは有意義なことなので頑張っていただきた

いというふうに思います。 

 私からは以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（百田 隆君） 田中課長に聞きますけ

ど、企業誘致関係ですが、当初１００万円予算

ば組んであっですね。昨年も企業誘致はされた

と思うんですけれども、その実績、何社行かれ

て、結果はどうだったのかということと、そし

て、今年は何社ぐらい訪問の予定なのか、その

辺りば教えてください。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工・港湾振興課、田中でございます。 

 まず、企業誘致対策推進事業の企業訪問等旅

費１００万円の件だと思います。令和３年度、

これは２月１６日現在でございますが、コロナ

禍もございまして、オンラインでの訪問、ウェ

ブですね、ウェブ、オンラインでの訪問も含め

まして３６２件、企業さんのほうには当たって

おります。今年度も、コロナの状況を見まし

て、ウェブまたは訪問含めて、そのような今年

度以上のですね、対応ができるように実施して

まいりたいというふうに思います。 

 以上です。（委員百田隆君「実績」と呼ぶ）

（｢達成値」と呼ぶ者あり）あ、すいません、

達成――。件数といたしましてはですね、今年

度は誘致件数が６――すいません、達成がです

ね、今年は９社でございます。 

 以上でございます。すいません。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、さっき南

課長のほうにはお伺いしたんですけど、ＤＭＯ

やつしろの関係で、新規での補助金が臨時分て

いうことで、こちらは赤字補塡分というふうに

おっしゃってたんですけど、何で当初予算にそ

の赤字補塡分ば計上するのかなていうふうに思

ってるんですよ。補正予算でいいんじゃないの

っていうふうに思うんですよ。何で当初予算に

入れるのかなというのがあるんです。そこは何

でですか。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） １２００万円計上した分の当初予算とい

うことだと思います。先ほど申しましたとお

り、令和２年が５４０万円、令和３年で７００

万円の見込みがあるというところでございま

す。トータルで１２００万円の赤字見込みとい

うことでございますので、当初で上げた理由と

いたしましては、ＤＭＯ自体がもともと資金を

持たない組織ですので、もう赤字ということ

は、もう即資金ショートに陥るということがあ

りますので、新年度も滞りなく事業を行ってい

く上では、早い段階での赤字分を補塡してあげ

る必要があるというところで、当初のほうに計

上させていただきました。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。

何となく確定してるなら分かるんですけど、ま

だ確定しないところで予算計上するというのが

ちょっといまいち分からんかな、分からないん

ですよ。それがあったもんで、補正予算でいい

んじゃないかなというな思いがあって、確定し

てるならですね、別に当初予算でもいいんです

けど、――いいかどうかは、ちょっとあれです

けど、そこは思いました。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（増田一喜君） ないようです。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 すいません、先ほど私が回答した中に間違い

が２か所ございまして、訂正をさせていただき

たいと思います。 

 未来チャレンジ企業の御説明をさせていただ

いたときに、令和４年度はですね、現在４社プ

ラス２社で、合計６社を予定しております。

私、４社とお伝えしたと思います。すいませ

ん。（委員成松由紀夫君「ああ、６社ね」と呼

ぶ）その訂正をお願いいたします。 

 それと坂本振興商店街の、あのイベントです

が、補助金でございます。私は委託と言ってた

んじゃないかと思います。今年度ですが、１０

０万円のイベント補助金ということで行ってお

ります。申し訳ありませんでした。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、先ほど質

疑の中でも、ＴＳＭＣ関係のことをちょっと、

ありますかっていうことでお聞きしたんですけ

ど、非常に今、活況ですよね。いろんな現場っ

ていうかですね、県北のほうではそういった状

況になってるということで、非常にその恩恵を

八代にもということで、中村市長もですね、い

ろいろと考えてですね、一般質問したときもお

話をしていただいたというふうに思ってます。 

 そういった中で、そこの県北の企業が来て動

き出すまでに期限があるわけですけれども、そ

れに対して、やっぱりそれをちゃんとものにす

るためには、八代ももうＲ４年度からですね、

動いとらんといかんとかなというふうに私は思

ってたんですよ。 

 そしたら、今質疑したところの中では、それ

ほど大きな動きというのはちょっと見えないか

なというふうに思ったんで、部長ですね、一丸

となってこの好機を逃さないように、しっかり

とですね、取り組んでいただきたい。もういろ

んなやり方があると思うんですよ。お考えはよ

く分かってるんですけども、いろんなことをや

っぱやってですね、チャンスを逃さないように

取り組んでいただきたいというふうに思いま

す。よろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） それでは、これより

採決いたします。 

 議案第８号・令和４年度八代市一般会計予算

中、当委員会関係分については、原案のとおり

決するに賛成の方の挙手をお願いいたします。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後２時３４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時３５分 本会） 

◎議案第１６号・令和４年度八代市久連子財産

区特別会計予算 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１６号・令和４年度八代市久連

子財産区特別会計予算を議題とし、説明を求め

ます。 

○農林水産部次長兼農林水産政策課長事務取扱

（豊田浩史君） それでは、議案第１６号・令

和４年度八代市久連子財産区特別会計予算につ

きまして御説明いたします。着座にての説明を

お許しください。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○農林水産部次長兼農林水産政策課長事務取扱

（豊田浩史君） では、令和４年度八代市久連

子財産区特別会計予算書の１ページ、２ページ

を御覧ください。 

 歳入歳出予算の総額は、それぞれ２７万８０
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００円を計上しております。 

 次に、５ページをお願いいたします。 

 まず、主な歳入ですが、ページ下にあります

款２・繰入金、項１・基金繰入金、目１・久連

子財産区基金繰入金で２６万９０００円を計上

いたしております。 

 ６ページを御覧ください。 

 歳出でございますが、款１・総務費、項１・

総務管理費、目１・一般管理費に１７万８００

０円を計上いたしております。内容といたしま

しては、年２回の開催を予定しております財産

区管理会、その委員７名の報酬８万３０００

円、報償費として、財産区有林と隣接者との境

界立会いなどに対する謝礼１万円、需用費とし

て、地区内の防犯灯の電気代２万７０００円

と、財産区で管理しております久連子民踊伝承

館の施設設備修繕料５万円の計７万７０００円

でございます。そうした積立金として、基金利

子の８０００円もございます。 

 また、款２・予備費、項１・予備費、目１・

予備費として１０万円を計上いたしておりま

す。 

 以上が、令和４年度八代市久連子財産区特別

会計予算の説明でございます。御審議方よろし

くお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１６号・令和４年度八代市久連子財産

区特別会計予算については、原案のとおり決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１７号・令和４年度八代市椎原財産区

特別会計予算 

○委員長（増田一喜君） 次に、議案第１７号

・令和４年度八代市椎原財産区特別会計予算を

議題とし、説明を求めます。 

○農林水産部次長兼農林水産政策課長事務取扱

（豊田浩史君） それでは、議案第１７号・令

和４年度八代市椎原財産区特別会計予算につき

まして、御説明いたします。着座にての説明を

お許しください。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○農林水産部次長兼農林水産政策課長事務取扱

（豊田浩史君） 令和４年度八代市椎原財産区

特別会計予算書の１ページ、２ページをお願い

します。 

 歳入歳出予算の総額、それぞれ２３万４００

０円を計上いたしております。 

 次に、５ページをお願いいたします。 

 まず、主な歳入ですが、ページ下にあります

款２・繰入金、項１・基金繰入金、目１・椎原

財産区基金繰入金で２２万７０００円を計上い

たしております。 

 ６ページを御覧ください。 

 次に、歳出ですが、款１・総務費、項１・総

務管理費、目１・一般管理費に１３万４０００

円を計上いたしております。内訳といたしまし

ては、年２回の開催を予定しております財産区

管理会、その委員７名の報酬８万３０００円、

報償費として、財産区有林と隣接者との境界立

会いなどに対する謝礼１万円、需用費として、

地区内の防犯灯の電気代３万５０００円、積立

金としまして、基金利子の６０００円でござい

ます。 

 また、款２・予備費で１０万円を計上いたし
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ております。 

 以上が、令和４年度八代市椎原財産区特別会

計予算の説明でございます。御審議方よろしく

お願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。これ

より採決いたします。 

 議案第１７号・令和４年度八代市椎原財産区

特別会計予算については、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 小会いたします。 

（午後２時４１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時５９分 本会） 

◎議案第１８号・令和４年度八代市水道事業会

計予算 

○委員長（増田一喜君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、議案第１８号・令和４年度八代市水道

事業会計予算を議題とし、説明を求めます。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） お世話に

なります。水道局の松田です。よろしくお願い

いたします。それでは、着座にて説明させてい

ただきます。 

○委員長（増田一喜君） どうぞ。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） 議案第１

８号・令和４年度八代市水道事業会計予算につ

いて説明いたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 まず、予算の概要でございますが、第２条の

業務の予定量で、給水戸数を１万６８００戸、

年間総給水量を３８４万４０００立方メート

ル、１日平均給水量を１万５３２立方メートル

と見込んでおります。 

 主要な建設改良事業では、水源地関係の改良

工事として、原水設備改良費１億２１９６万８

０００円、給水区域内の新規配水管布設工事と

して、配水設備拡張費３８５６万２０００円、

老朽管の布設替えなど配水設備改良費６６８３

万円を予定しております。 

 次の第３条は、水道事業の運営に関する収益

的収入及び支出でございます。 

 収入では、水道事業収益として総額５億８７

８０万７０００円、２ページの支出では、水道

事業費用として総額５億５０５万４０００円

で、差引き収支は８２７５万３０００円の黒字

を見込んでおります。 

 次に、第４条、資本的収入及び支出でござい

ますが、収入では、工事負担金として総額３１

７０万１０００円、支出では、建設改良費や企

業債償還金として総額３億９６５万７０００円

を計上しております。 

 なお、収支差引きで不足する２億７７９５万

６０００円については、当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額などで補塡すること

としております。 

 ３ページをお願いいたします。 

 第５条では、債務負担行為をすることができ

る事項など、第６条では、一時借入金の限度

額、第７条と第８条では、経費の流用に関する

事項、第９条では、退職手当の支給に関する一

般会計の負担額１５８８万６０００円につい

て、次の第１０条では、量水器等の棚卸資産購

入に係る限度額を定めております。 

 次の５ページからは、水道事業会計予算に関

する説明書でございます。 



 

－48－

 ６ページをお願いいたします。 

 １０ページまでが予算の実施計画でございま

すが、詳細につきましては２０ページからの予

算明細で説明いたします。 

 １１ページをお願いいたします。 

 令和４年度八代市水道事業予定キャッシュ・

フロー計算書でございますが、令和４年度にお

ける資金の動きに関する情報を業務活動、投資

活動、財務活動の区分に分けて、それぞれの増

減予定額を表したものでございます。 

 １の業務活動によるキャッシュ・フローは、

水道料金などの収入による現金の増加や事業運

営経費に係る現金の減少を示しています。 

 ２の投資活動によるキャッシュ・フローは、

設備投資に伴う固定資産の取得や売却などに係

る現金の収支を示し、３の財務活動によるキャ

ッシュ・フローは、企業債の借入れによる現金

の増加、また、償還による現金の減少を示して

います。 

 １から３を合計しました４の当年度の資金増

減額は１８２１万４０００円の減少、６、資金

期末残高は５億９２７７万８０００円と見込ん

でおります。 

 １２ページをお願いいたします。 

 前年度決算見込みによる企業の経営状況を示

した令和３年度の予定損益計算書でございまし

て、１３ページの下から４行目の当年度純利益

は８９７０万３０００円を見込んでおります。 

 １４ページをお願いいたします。 

 企業の財政状況を明らかにするため、企業が

保有する全ての資産、負債及び資本を総括的に

表示した貸借対照表でございます。１６ページ

までが令和３年度末の予定貸借対照表で、１７

ページから１９ページまでが令和４年度末の予

定貸借対照表でございます。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 これより２９ページまでが、１ページ第３条

の収益的収入及び支出、及び２ページ第４条の

資本的収入及び支出に係る節区分までの詳細な

内容でございます。 

 それでは、主な項目について説明いたしま

す。 

 まず、収入の款１・水道事業収益、項１・営

業収益でございますが、給水使用料などの目１

・給水収益５億４３８３万６０００円、消火栓

修繕に伴う目２・受託工事収益５９４万３００

０円、竣工検査手数料などの目３・その他の営

業収益２１３万８０００円の計５億５１９１万

７０００円を計上しております。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 項２・営業外収益３５８７万８０００円でご

ざいますが、目２・他会計補助金１６２４万６

０００円は、企業職員の児童手当及び退職手当

拠出金に対する一般会計補助金でございます。 

 目３・長期前受金戻入１７９９万８０００円

は、過去に補助金等で取得した償却資産の当年

度減価償却費の当該補助金相当分を収益化する

もので、現金の収入はございません。 

 次に、項３・特別利益でございますが、過年

度分収益の調定を増額する過年度損益修正益な

ど１万２０００円を計上しております。 

 続きまして、支出について説明いたします。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 款１・水道事業費用、項１・営業費用、目１

・原水及び浄水費８３１４万７０００円は水源

地関係の費用でございまして、主なものは、職

員２名分の人件費や水源地の運転管理及び水質

検査業務の委託料でございます。 

 ２３ページをお願いいたします。 

 目２・配水及び給水費８５５９万１０００円

は、配水及び給水施設に係る費用でございまし

て、主なものは、職員４名分の人件費や配水管

・給水管の修繕費及び漏水調査業務の委託料で

ございます。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 目３・受託工事費１５９８万９０００円は給
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配水管の切替工事等の受託工事に要する費用で

ございまして、主なものは、職員２名分の人件

費や下水道工事等に伴う水道管移設工事費でご

ざいます。 

 目４・総係費１億１２４１万３０００円は一

般事務経費など事業全般に関する費用でござい

ます。主なものは、職員４名分の人件費や水道

料金の窓口業務委託料でございまして、退職給

付費の減により、前年度に比べ１４３２万２０

００円の減額となっております。 

 ２５ページをお願いいたします。 

 目５・減価償却費１億６００４万３０００円

は、施設の耐用年数に応じて費用化するもの

で、目６・資産減耗費５００万円と同様、現金

の支出はございません。 

 ２６ページをお願いいたします。 

 項２・営業外費用でございますが、目１・支

払利息及び企業債取扱諸費１４９５万８０００

円、目２・消費税及び地方消費税２４１０万円

など３９０５万９０００円を計上しておりま

す。 

 項３・特別損失７０万２０００円は、主に過

年度収益の調定減である過年度損益修正損でご

ざいます。 

 項４・予備費は前年同額の３００万円を計上

しております。 

 ２７ページをお願いいたします。 

 資本的収入及び支出について説明いたしま

す。 

 まず、収入でございますが、款１・資本的収

入、項１・工事負担金、目１・他会計負担金２

１０万円は、消火栓設置に係る一般会計負担金

で、目３・その他工事負担金２９６０万円は、

下水道工事に伴う移設補償費でございます。 

 次に、２８ページの支出でございますが、款

１・資本的支出、項１・建設改良費、目１・原

水設備改良費１億２１９６万８０００円は、主

に建馬水源地電気設備更新工事でございます。 

 目２・配水設備拡張費３８５６万２０００円

は、代陽地区などにおきまして、５０ミリから

１００ミリの配水管９２２メートルを新規に布

設するものでございます。 

 目３・配水設備改良費６６８３万円は、松高

地区などにおきまして、老朽化した５０ミリか

ら７５ミリの配水管８９２メートルを改良する

ものでございます。 

 目４・営業設備費５２７万４０００円は、主

に給水活動に使用するための車両積載型給水タ

ンク購入費でございます。 

 ２９ページをお願いいたします。 

 項２・企業債償還金は７６０２万３０００円

でございます。 

 項３・予備費は前年同額の１００万円を計上

しております。 

 ３０ページから３７ページまでは給与費明細

書、債務負担行為に関する調書、地方債に関す

る調書でございますが、説明を省略させていた

だきます。 

 令和４年度も公共の福祉の増進のため、安全

で安心な水の安定供給に努めるとともに、持続

可能な水道の実現のため、健全経営に努めてま

いります。 

 以上で、水道事業会計の説明を終わります。

御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、これより採決いたします。 

 議案第１８号・令和４年度八代市水道事業会

計予算については、原案のとおり決するに賛成
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の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１９号・令和４年度八代市簡易水道事

業会計予算 

○委員長（増田一喜君） 次に、議案第１９号

・令和４年度八代市簡易水道事業会計予算を議

題とし、説明を求めます。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） 引き続

き、よろしくお願いいたします。着座にて説明

させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） それで

は、議案第１９号・令和４年度八代市簡易水道

事業会計予算について説明いたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 予算の概要でございますが、まず、第２条の

業務の予定量では、給水戸数は１９５０戸、年

間総給水量は３７万２５００立方メートル、１

日平均給水量は１０２０立方メートルと見込ん

でおります。 

 また、主要な建設改良事業では、原水設備改

良費２０３７万９０００円、配水設備改良費１

３０万円を予定しております。 

 次に、第３条、簡易水道事業の運営に関する

収益的収入及び支出でございますが、収入で

は、簡易水道事業収益として総額２億１９２８

万４０００円、２ページの支出では、簡易水道

事業費用として総額２億１６２０万８０００円

で、収支差引きは３０７万６０００円でござい

ます。 

 次の第４条、資本的収入及び支出でございま

すが、企業債など資本的収入として総額７９１

４万８０００円、建設改良費や企業債償還金な

ど資本的支出として総額１億２５０３万２００

０円でございます。 

 なお、収支差引きで不足する４５８８万４０

００円につきましては、当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額などで補塡すること

としています。 

 ３ページをお願いいたします。 

 第５条と第６条では、それぞれ企業債及び一

時借入金の限度額を、第７条と４ページの第８

条では、経費の流用に関する事項を定めており

ます。 

 第９条の他会計からの補助金でございます

が、簡易水道事業会計の経営基盤確立のため、

一般会計から補助を受ける金額を９２５５万円

としております。 

 次の５ページからは、簡易水道事業会計予算

に関する説明書でございます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 １０ページまでが予算の実施計画でございま

すが、詳細につきましては、２０ページからの

予算明細の中で説明いたします。 

 １１ページをお願いいたします。 

 令和４年度八代市簡易水道事業予定キャッシ

ュ・フロー計算書でございます。１から３を合

計した４の当年度の資金増加額は６７万７００

０円の減額、６の資金期末残高は２４８０万８

０００円と見込んでおります。 

 次に、１２ページから１３ページまでが、前

年度に当たる令和３年度の予定損益計算書でご

ざいまして、１３ページの下から３行目の当年

度純利益は４１９万５０００円、前年度繰越欠

損金を加えました当年度未処理欠損金は２９１

７万円を見込んでおります。 

 次に、１４ページから１６ページまでが令和

４年３月３１日時点の前年度分予定貸借対照

表、１７ページから１９ページまでが令和５年

３月３１日における予定貸借対照表でございま

す。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 これより２６ページまでが、１ページ第３条
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の収益的収入及び支出及び、２ページ第４条の

資本的収入及び支出に係る節区分までの詳細な

内容でございます。 

 主な項目について説明いたします。 

 まず、収入の主なものでございますが、款１

・簡易水道事業収益、項１・営業収益、目１の

給水収益は６３４９万円でございます。前年度

から６２万１０００円の減額となっております

が、坂本地区において、利用者数が減少したた

めでございます。 

 次に、目２・受託工事収益５１万２０００円

は、主に消火栓修繕費に係る一般会計負担分

で、目３・その他の営業収益１３万２０００円

と合わせました営業収益の計は６４１３万４０

００円でございます。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 項２・営業外収益でございますが、目２・他

会計補助金８２２５万９０００円は、主に職員

の人件費や利子償還に対する一般会計補助金で

ございまして、給水収益の減少及び人件費の増

加により、前年度から４２８万円の増額となっ

ております。 

 目３・長期前受金戻入７２８８万４０００円

と、目４・雑収益３０００円を合わせました営

業外収益の計は１億５５１４万７０００円でご

ざいます。 

 次に、項３・特別利益は３０００円でござい

ます。 

 続きまして、支出について説明いたします。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 款１・簡易水道事業費用、項１・営業費用、

目１・原水及び浄水費４０４７万９０００円

は、水源地及び浄水場関係の費用でございまし

て、主なものは、４７施設の水質検査業務委託

や施設の修繕費でございます。 

 目２・配水及び給水費５６５万９０００円

は、配水及び給水施設に係る費用でございまし

て、主なものは、配水管及び給水管の修繕費や

漏水調査業務委託料でございます。 

 目３・総係費４１３９万５０００円は、一般

事務経費など事業全般に関連する費用でござい

まして、主なものは、職員５名分の人件費や検

針業務に要する経費でございます。 

 目４・減価償却費は１億８７７万５０００円

でございまして、目５・資産減耗費４９５万１

０００円と合わせました営業費用の合計は２億

１２５万９０００円でございます。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 項２・営業外費用でございますが、目１・支

払利息及び企業債取扱諸費１２２１万７０００

円、目２・消費税及び地方消費税２２０万円な

ど１４４１万８０００円を計上しております。 

 項３・特別損失は３万１０００円、項４・予

備費は前年度同額５０万円を計上しておりま

す。 

 続きまして、資本的収入及び支出について説

明いたします。 

 ２５ページをお願いいたします。 

 まず、収入でございますが、款１・資本的収

入、項１・企業債、目１・企業債１１１０万円

は、施設整備に伴う借入れでございます。 

 一つ飛びまして、項３・補助金、目１・他会

計補助金６７８４万１０００円は、元金償還金

や建設改良費に対する一般会計補助金で、企業

債償還金の増加により、前年度から６３２万円

の増となっております。 

 次に、目２・災害復旧費国庫補助金の２０万

５０００円ですが、令和２年７月豪雨に係る国

庫補助金でございまして、補助率は３分の２と

なっております。 

 次に、２６ページの支出でございますが、款

１・資本的支出、項１・建設改良費、目１・原

水設備改良費２０３７万９０００円ですが、統

合認可申請書作成業務委託や実施設計業務委託

でございます。 

 目２・配水設備改良費１３０万円は、道路拡
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張に伴う水道管移設工事でございます。 

 次に、目４・災害復旧事業費３０万８０００

円でございますが、令和２年７月豪雨災害に伴

う中津道地区の本復旧工事分でございます。 

 次に、項２・企業債償還金１億２５４万４０

００円ですが、今年度は企業債１１１０万円の

借入れを予定しておりますので、３５ページに

記載しておりますが、年度末の企業債残高見込

みは、前年度見込みから９１４４万４０００円

減の１２億７２８１万７０００円でございま

す。 

 次に、項３・予備費ですが、前年度同額の５

０万円を計上しております。 

 後に、２７ページから３５ページまでは、

給与明細書、債務負担行為に関する調書、地方

債に関する調書でございますが、説明を省略さ

せていただきます。 

 令和４年度も引き続き、被災地域の本復旧を

目指すとともに、公共の福祉の増進のため、安

全で安心な水の安定供給に努めてまいります。 

 以上で、簡易水道事業会計の説明を終わりま

す。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、これより採決いたします。 

 議案第１９号・令和４年度八代市簡易水道事

業会計予算については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後３時２０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時２１分 本会） 

◎議案第４２号・八代市千丁特産品直売所条例

の廃止について 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、条例議案の審査に入ります。 

 議案第４２号・八代市千丁特産品直売所条例

の廃止についてを議題とし、説明を求めます。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） 皆さん、こんにちは。（｢こんにちは」

と呼ぶ者あり）観光・クルーズ振興課の南でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

 私のほうから、議案第４２号・八代市千丁特

産品直売所条例の廃止について、着座にて御説

明させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） それでは、事前に資料を配付してござい

ますので、そちらの資料のほうを御覧くださ

い。 

 まず、１、整備から閉鎖までの経緯について

でございますが、八代市千丁特産品直売所は、

平成１３年１２月に特産品の展示及び即売によ

る消費拡大を図り、生産者と消費者相互の触れ

合いを促進することにより市の活性化に資する

ことを目的に、千丁支所北側の水路の上に設置

されたもので、愛称、美湯菜館として運営され

ておりました。 

 運営のほうは、直売所の設置と同時に地元生

産者で結成されました千丁町物産振興協議会が

市より利用許可を受けて実施されておりました

が、平成３１年２月に同直売所の利用を中止さ

れております。 

 利用中止の原因及び理由といたしましては、

千丁管内における農家戸数の減少及び農業従事
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者の高齢化、直売所への出荷量の減少などによ

り、平成２１年度以降は売上額も減少し、平成

２２年度以降、収支のマイナス決算が続いてい

たことによるものです。その後、平成３１年３

月には千丁町物産振興協議会も正式に解散をさ

れております。 

 次に、２番の廃止の理由についてでございま

すけども、施設の設置目的に合致する新たな利

用団体が現れなかったことと、施設が水路上に

建設されていることもあり、腐食等の老朽化が

進み、新たに利用する場合でも、建物の安全面

での管理上、相当の補修・修繕費用が見込まれ

ることから、施設の撤去に向け手続を進めてい

くこととし、今回、条例廃止を提案するもので

ございます。 

 施行期日は、令和４年４月１日としておりま

す。 

 また、この廃止に伴い、八代市暴力団排除条

例の一部について、第１１条、市が設置した施

設の使用の制限から第１項中第４８号八代市千

丁特産品直売所条例を削除し、４９号以降を１

号ずつ繰り上げるものでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、この管理

している団体のほうが平成３１年に解散されて

から、今回提案されるまでの期間というのが何

年間かあったんですけれども、何で今頃ってい

うところなんですが。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） 解散された当初ですね、また新たな組織

を結成されて利用されたりとか、また、類似の

団体が利用されるんではないかというところ

で、そういったところが声を上げられる可能性

があるというところで、少しお待ちをしてたと

いうところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。 

 あと、この残された建物というのは、今後ど

うなりますか。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） 今後はですね、これを解体に向けて検討

してまいりたいと思います。具体的には、令和

４年度で建設計画のほうに載せまして、できれ

ば令和５年度ですね、予算化して、解体撤去と

いうふうに進めていきたいと思っております。

（委員野﨑伸也君「分かりました」と呼ぶ） 

○委員（成松由紀夫君） 野﨑委員と関連して

くるんですけど、ここの美湯菜館だったっけ、

何か名前は。（｢美湯菜館」と呼ぶ者あり）美

湯菜館だったですかね。これを 初、 初は何

か、小さく 初つくって、これは坂田市長当時

に、いろいろな要望を受けて建てられた記憶が

あっとですよね。意外とこう、パトリア千丁の

温泉に入った後にいろいろ高齢者の方が何かち

ょっと買物したりとか何かしてて、私はちょっ

とにぎわってるようなイメージはあったんだけ

ど、確かにこう、老朽化云々、理由を見れば、

なるほどというところはあるんですけど、その

千丁の地域の方々とか、その辺は、もう一回確

認ですけど、ほんなこて大丈夫ですか。 

 この後、何かいろいろとまた要望してきて、

云々かんぬんということがないように、多分、

今まで時間を空けて、様子を見て、それでも申

込みがなくて、もういよいよということでの、

様子見の期間というのはちゃんと設けて、もう

南課長のことだから、そこはきちんとしとんな

っと思うとだけど、何かその辺のこう、またイ

レギュラーな話が――。いや、一部ですね、パ

トリアのお風呂に来らす人たちの話も一部ちょ

っと聞こえとると、なくなるとげな、なくなっ

とかいみたいな話もちょっと聞こえんじゃなか

もんだから、そこは地域的なことも含めて本当

に大丈夫なのかどうか。 
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○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） 今、委員がおっしゃったようにですね、

その施設があって、あるといいなという、確か

にあると思うんですが、今申しましたように、

収支が取れない。やはり生産者の方も、物も出

せない、買う方が減ってきているというところ

で、どうしても運営が成り立たないという部分

で、もうそこですね、運営する方がいないとい

うところで、もう廃止やむを得ないというふう

に考えてるところです。 

○委員（成松由紀夫君） そこがですね、しっ

かり大丈夫であればいいけど、また待望論が出

てきて云々かんぬんというふうになると、解体

までのスケジュールも視野に入ってるというこ

とだから、そこはしっかりとですね、耳を傾け

ての判断だろうから、そこはしっかりと対応し

てほしいと思います。 

 それと、ついでだから、観光・クルーズ振興

課の範疇になるのかどうか。パトリア千丁は健

康福祉部だったり何だったりするんだけど、お

風呂のですね、パトリアのクレームが非常に多

い。壊れてた後の修繕とか、そういったものを

ちょっと関係部署と、皆さんのとこじゃないと

は思われるんですけど、早急に対応せんと、サ

ウナのドアがどやんとか、お湯がどやんあった

とか、パトリアは意外と皆さん行きよんなるけ

んですね、ちょっとそこら辺のクレーム、お風

呂の部分も含めて、総合的にマネジメントする

ところとちょっと対応をお願いしときます。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） 要望ですね。 

○委員（成松由紀夫君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 説明いただいて、補修

するのに、非常に相当の補修・修繕費用が見込

まれるというのがあったんですけど、すいませ

ん、私も聞かれたときにはちょっとやっぱ具体

的な話せんといかんだろうと思うとですけど、

具体的にどれぐらいなんですか。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） その修繕費用だと思います。（委員野﨑

伸也君「はい」と呼ぶ）これ、少し古い見積り

にはなりますが、令和元年度にこの見積りをい

ただいております。それが約３５０万というこ

とになっております。（｢そがんすっと」と呼

ぶ者あり） 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございま

す。はい、ありがとうございました。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。何か

意見ありませんか。（委員成松由紀夫君「な

ら、後で課長ちょっと教えっください」と呼

ぶ）よろしいですか。（委員成松由紀夫君「聞

かれたとき、言わなんけん」と呼ぶ） 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、これより採決いたします。 

 議案第４２号・八代市千丁特産品直売所条例

の廃止については、原案のとおり決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部は御退室ください。 

（執行部 退室） 

○委員長（増田一喜君） 次に、本委員会に付

託となっている請願・陳情はありませんが、郵

送にて届いております要望書については、タブ

レット端末にて御確認願います。 
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 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任いただきたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 小会します。 

（午後３時３２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時３３分 本会） 

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

（漁業就業者アンケート結果報告） 

（八代市水道事業及び簡易水道事業の経営戦略

の見直しについて） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、産業・経済の振

興に関する諸問題の調査、水道事業に関する諸

問題の調査、以上の２件です。このうち、産業

・経済の振興に関する諸問題の調査に関しては

１件、水道事業に関する諸問題の調査に関連し

て１件、執行部からの発言の申し出があってお

りますので、これを許します。 

 それでは、まず、漁業就業者アンケート結果

報告をお願いいたします。 

○水産林務課長（小原聖児君） 水産林務課、

小原でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、所管事務調査、漁業就業者アンケ

ート結果報告について、着座にて説明をさせて

いただきます。 

○委員長（増田一喜君） どうぞ。 

○水産林務課長（小原聖児君） 本日の説明資

料として、右上に委員会資料、表題で漁業就業

者アンケート結果としております資料をお願い

いたします。 

 表紙をめくって、２ページをお願いいたしま

す。 

 本市の水産業は、漁獲量の減少と魚価の低迷

等により非常に厳しい状況にあります。また、

漁業者（組合員）の減少と高齢化も進んでおり

ますことから、将来に向けた持続可能な漁業活

動が課題となっています。 

 この課題に対し、現在の漁業者の現状と考え

について、全漁協の正組合員を対象にアンケー

トを行い、さらに、その結果を基に漁協への聞

き取り調査を実施しております。 

 アンケート対象者数と回答者数ですが、１の

沿岸６漁協では２５１名中２２６名、２の内水

面７漁協では５７８名中３６４名の方から回答

をいただいており、本日はその結果の御報告と

なります。 

 なお、アンケート結果及び聞き取り調査結果

ということで、漁協名等は表記しておりませ

ん。また、意見についても、全てが全体的な意

見ではなく、一部このような意見がありました

ということで記載しておりますので、御理解を

いただきたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

 それでは、３ページをお願いします。 

 まず、沿岸６漁協の漁業者と漁協へのアンケ

ート結果となります。 

 まず、１の年齢構成では、６０歳以上の方が

全体の７割を超えており、広範囲に及ぶアサリ

などの漁場への見回り、確認作業が困難になっ

てきているとのことでした。 

 ２の漁業の種類では、八代、日奈久漁協で

は、漁網――網ですね、を使った漁業が６割と

高く、その他の漁協は、釣りや採貝が――貝を

採るということです――採貝が大半を占め、半
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農業・半漁業の方が多い結果となっておりま

す。 

 ３の後継者については、８割を超える方には

後継者がいない。また、７割の方は、後継者は

必要ないとのことでございました。 

 仮に、どのような条件ならば後継者は育つか

では、安定した漁獲量と魚価の補償やアサリの

回復といった意見がありました。 

 次、４ページをお願いいたします。 

 ４の新たな就業希望者がいた場合、親方とし

て指導いただけるかという質問に対し、７割を

超える方が不可能という回答で、その理由は、

年間を通しての漁業がない、新たな漁業者では

なく、現在は准組合員を正組合員にすることに

努めているとのことでした。 

 また、定年退職後等に八代市に移住・定住し

てもらい、第二の人生として漁業に従事できる

ようにしてはどうか。また、全く逆の新規就業

者の受入れも、准組合員が正組合員になること

も望まれていないという意見もございました。 

 以上、沿岸６漁業の総括では、現在の本市を

取り巻く水産業では、漁業を主とする新規就業

者は望めず、大半の漁業者は、漁業以外の収入

が主となっている状況にあるとしております。 

 また、漁業者及び漁協が本市に対して望まれ

ていることは、低迷する魚価に対する施策やア

サリ資源の回復など５項目となり、５ページの

表に各項目に対する現在の本市の取組状況とし

て整理をいたしております。 

 ６ページをお願いいたします。 

 次に、内水面７漁協の漁業者と漁協へのアン

ケート結果となります。質問内容は、先ほどの

沿岸漁業と同様でございます。 

 １の年齢構成では、約８割の方が６０歳以

上、球磨川漁協に専業漁業者が数名おられる程

度ということでした。 

 ２の魚等の種類は、球磨川、氷川ではアユが

７割を超え、その他の漁協ではウナギやフナが

大半を占める結果で、漁業者と言える漁師はい

ない状況にあります。 

 ３の後継者では、８割の方が後継者はいな

い、７割を超える方に至っては、後継者は必要

でないとの回答で、理由としましては、沿岸漁

業と同様に、漁業収入では生活できない、令和

２年７月豪雨で流出した漁船を購入することが

できないなどでした。 

 ７ページをお願いします。 

 ４の新たな就業希望者がいた場合、親方とし

て指導いただけるかでは、７割を超える方が不

可能という回答で、理由としましては、指導で

きる漁業者がいない、生活のためではなく趣味

で漁業を行っているとのことでした。 

 以上、内水面７漁協の総括では、漁業を一つ

の趣味として活動されている方が多く、漁業以

外の収入が主となっている状況と整理をいたし

ております。 

 また、漁業者が本市に望まれていることは、

販売ルートの確保・拡大やカワウによる被害対

策など４項目となり、８ページの表に、先ほど

と同様に、各項目に対する現在の本市の取組状

況として整理をいたしております。 

 以上が結果報告でございます。 

 この調査結果により、本市の水産業は想像し

ていた以上に大変厳しい状況であると改めて認

識をしたところでございます。 

 今後の取組としましては、漁業者が一番望ま

れているのはアサリの資源回復であります。今

後も、現在の取組を引き続き進め、また、放流

事業については、魚種の見直しなどを行い、漁

業収入の増に少しでもつながるように、漁協と

協議しながら取組を進めてまいりたいと考えて

おります。 

 以上で、所管事務調査、漁業就業者アンケー

ト結果報告についての説明を終わります。 

○委員長（増田一喜君） それでは、本件につ

いて何か質疑、御意見等ありませんか。 
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○委員（成松由紀夫君） このアンケートは、

結局、今後何に生かしていくんですか。そもそ

も。 

○水産林務課長（小原聖児君） このアンケー

ト結果を基にですね、漁協さん、組合として、

今後の漁業に対して、どういう取り組み方をさ

れていくのか、どういう方向でいかれるのかち

ゅうことで、その辺りを協議をしていきまし

て、それに支援できる分、協力できる分という

ところで、市のほうも関与していきたいと考え

ております。 

 今からその方向性を見つけるために、漁協さ

んのほうとさらに突っ込んだような協議、話合

いを持っていこうかと考えております。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） 何を突っ込むの。突

っ込む突っ込むはいいんだけど。 

○水産林務課長（小原聖児君） 今のようなで

すね、漁業をこのまま続けていかれるのかと。

それとも、少しでも漁獲量が上がるようにと

か、あと、極端な話を申し上げますと、今の放

流事業にだけやっておりますけども、養殖業と

か、そういうふうなことまで考えていけるかと

かですね、そういうことを漁協自体がどういう

考え方で行かれるのかということを聞き取りな

がら、先ほど言いましたように、市としてどう

やっていくかというとを考えていきたいと考え

ておるとこです。 

○委員（成松由紀夫君） このアンケートは

ね、私は非常にこれ重要だと思いますよ。中

身、これ見ると、今後を占うというか、そして

またですよ、現状アサリが今こういう大変な状

況のときに、アサリがもっとこう採れればと

か、アサリの資源の回復とかっていうことは、

あんまりじゃあ採れてないのか、現時点で。あ

れだけ、放流してる部分もありますね。 

 この魚の、じゃあ、種類見ると、アユの部分

も多いじゃないすか、アユ、ヤマメ。泉のほう

はヤマメ等々もあるし、氷川水系は。ただ、ア

ユの部分も、球磨川の水害を受けた後に、やは

りサイズが少し小さくなったとか、尺鮎がこの

ままだったらまずいんじゃないかとか、いろん

な話が、ネガティブな話がよく聞こえるんです

よね。で、このアンケートを見ると、今度は漁

業者の方々も、決してポジティブな内容が上が

ってきているとは思えない。となると、これは

水産林務課とすればね、これは非常に大きく、

言わば大事に捉まえて、予算の分も、稚アユだ

ったり稚貝だったりいろいろやってますよね。

ちょっとカワウとか、ナルトビエイ対策とかい

ろいろあるんだろうけど、そもそものこの抜本

的な話をやっぱりしっかり考えていかないと。 

 あそこの、ほら、郡築の十二番のところだっ

たですかね、増田委員長と何名かで、球磨川の

アユの養殖、稚アユの養殖、あれ、環境センタ

ー建設問題があって、対岸にあったものがあそ

こに球磨川漁協が移転したときに、るるお話を

聞いたら、何か意外と前途洋々のお話だったか

ら、あれ造ったじゃないですか。だけど、何か

今日のアンケート見たら、ちょっと私は正直こ

れショックでね、えっ、こんな感じだったのっ

ていう。 

 何かこう、いろいろと要望とか陳情とか来ら

れるときっていうのは、非常にこう、何ちゅう

かな、やる意欲がすごくあられる中で、るる中

村市政になって、市長も手厚くやられてこられ

てる部分もあるんだけど、やられてるこの漁業

者の皆さん方が、もう後継者は難しかとか、８

割以上が６０歳で、数年後には漁協はなくなる

と思うとかね。これがもし真意だとすればです

よ。だから、このアンケートの取扱いは、ちょ

っとしっかり担当課は考えながら、部次長あた

りともしっかり話したほうがいいと思うんです

よね。これが何か所管事務調査でぽんと出てき

て。 

 すいませんね、私はちょっとこの内容はショ
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ックだったなというのがあって。担当課が今か

ら突っ込んで突っ込んでっていうのはいいけ

ど、じゃあ何を突っ込んで、どうやって、むし

ろ、スマート漁業というか、そういうのにも生

かしたいというのがさっきさらっと途中であっ

たんだけど、こういった状況とネガティブ要素

の中で、じゃあ、漁業のデジタル化っていうの

が、８割以上が６０歳でというところでしょ

う。 

 もう私も 近、矛盾と葛藤ちゅうかな、すご

く自分なりに悩む、個人的にあって。誰も取り

残さないという言葉はね、実は非常に難しいん

ですよ。デジタルも。だから、スマート農業の

部分であると、例えば郡築だったり昭和だった

り、トマトの生産者の方とか、ハウスの方、園

芸の方とお話しすると物すごく展望が開けるよ

うな話が聞けたりするんだけど、この漁業者の

皆さんのこのアンケート結果というのは、ちょ

っと私はショックだったなというのがあるの

で。 

 まあ、これは議決することじゃないんだけ

ど、意見としてですね、担当課には大事に捉ま

えてもらいたいなと。そういうふうに部次長に

も言っていてくださいよ。これは大変な、私は

アンケート結果だと思う。もう少し光の見える

部分が多少でもね、少しはあるんだろうけど、

私の取り方が悪いのか分からんけど、決して明

るいアンケート結果ではないなというのがある

ので、ぜひ、ここは大事に、また協議を進めら

れて、抜本的な施策を考えていっていただきた

いなと思います。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） これ、個人に出されて

書いてもらってっていうところで、いろいろ結

果が出てると思うんですけど、だから、相反す

る答えが載っとったりという、同じ項目ところ

ですね、あると思うんですよ。例えば漁業を今

後指導できますかっていうところに、教えるの

でぜひ来てほしいという方もおれば、もう教え

ることはないよとかっていう人もおるのはある

し、あとは何でしょう、准組合員を正組合員に

することに努力してますっていう話があれば、

その下のほうに、今度はそれも望まれてないん

だとかっていう話もありますし。 

 個人に対して書いてもらってるというのはあ

るんで、いろんな捉え方が多分あるんだろうな

というふうには思いますが、非常に分析するの

にはちょっと難しいというか、あるんですけ

ど、ただ単純にですね、内水面も海のほうもで

すね、やっぱり後継者不足なんですよね。やっ

ぱどうしてもそこがもう担っていってくれない

っていうのが、――担わせられないっていうこ

とでしょう。親としては、やっぱ子供にはさせ

られないという思いがあるもんですから、もう

いなくなるんですよね、やっぱ。 

 結局やっぱ、よくよく全体的に読むと、海の

ほうではやっぱりアサリですよね、やっぱり。

アサリなんですよ、やっぱ。どやんかして復活

させんばんというとこがあるもんですから、て

いうのもあるし、やっぱ県のほうで今、偽装問

題もあってるという中でですね、多分、値段も

上がると思うんですよ。完全な八代産だった

り、熊本県産というふうになると。 

 そういったものを見据えながらですね、やっ

ぱり今もやってもらってるんですけど、予算の

ときにも言ったんですけど、やっぱもう少しや

っぱ市としてですね、やっぱり、アサリにはや

っぱ特化してもう少し予算組みながらですね、

一緒になって、漁協さんと一緒にやってもらっ

たほうがいいんじゃないかなというふうに思い

ます。アサリが復活してくれば、ここにもある

んですけど、必然的にやっぱもうかるとなれば

ですね、やっぱりしたいなという人も出てくる

というふうに思いますし、あと、若い人だけじ
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ゃなくて、ここにあるように移住者とかです

ね、やっぱ定年してからとかっていうのも今か

ら大事なところなんじゃないかなというふうに

思います。 

 だけん、担当部だけじゃなくてですよ、観光

漁業もありますし、あとは、そういう移住・定

住の関係もありますんで、いろんなところとつ

ながりながらですね、やっていかんと増えんと

思いますんで、ぜひそこは漁協さんとも、組織

としてお話合いもちゃんとしていかんと、こ

れ、結果を基にですね、いかんと思いますけれ

ども。八代市としては、そういった、取りあえ

ずアサリやっていきたいとか、何かそういう話

をですね、イニシアチブ持ってからやってもら

いたいなというふうに思います。 

 ネガティブなんです、本当に皆さんが。中に

はちょっと明るい方もいらっしゃるなというふ

うには思うんですけど、多分、全体的にネガテ

ィブだし、スマート漁業というのはちょっと難

しいかなと、まだですね。若い方が増えればっ

ていうふうに思いますけど。結果は結果とし

て、今の現状というのは出ているんじゃないか

なと、結果がですね、というふうには感じまし

たんで。 

 取りあえず、今言いました、自分たちのとこ

だけじゃなくて、いろんなところ、市役所ので

すね、中での連携というのは大事だろうと思い

ますんで、ぜひお願いいたします。 

○委員（成松由紀夫君） 関連して言ってんだ

けど、今ちょっと思い出したけども、今、芦北

町にですたい、うたせ船の観光漁業のやつで、

この間、何か特集やってて、ドイツの旦那さん

に奥さんが熊本か八代かだったかな、移住して

定住して、物すごく頑張って、今、移住・定住

者を増やしよらすとですよね、芦北が。たいぎ

ゃ頑張りよらすですよ、田浦からこっちも全

部。 

 だけん、その辺も、木村さんあたりはフット

ワークいいから、ちょっとその辺をですたい、

訪ねてみて、移住・定住の部分をその担当課と

連携してどうなのか。で、芦北のうたせ船の取

組が、その人たちを中心に、何か移住者、何か

移住者の仲間が増えてどうのこうのていうてか

ら、うたせ船が、――何か大概ようなったっ

ば、ニュースで特集しよったですもんね。それ

も何社かで。朝日、ＫＡＢと、どことどこだっ

たかな。話題になっとったっけん、多分何か効

果が出とっはずなんですよ。 

 だけん、その辺はちょっと芦北に学んでね、

やっぱ芦北の漁業関係、アカアシエビとか、あ

の辺なんかも今えらいブランドで、銀座辺りに

も出しようでしょうが。もう何か、クルマエビ

ばっかがブランドじゃなくて。やっぱ芦北がよ

う自助努力してるわ、デコポンにしても何にし

ても。やけん、そやんところばですたい、ちょ

っと参考にして、先進地の取組じゃないんだけ

ど、そういうのを少し参考されたらいいと思い

ます。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（北園武広君） 確かにお二方が言われ

ることと同じなんですけど、ネガティブに捉え

てしまうっていう、捉える要素があっとかなと

いうのが、結局、アンケートは個人じゃないで

すか。アンケートは個人であって、各漁協に加

盟されとらす、漁協も６ある。だから、各漁協

さんとか内水面さんの組合、一組合の中での捉

え方っていって、６組合のまとめで、行政には

こぎゃんしたお願いをしたいとかいうのが明確

にならないと、ここの組合員さんはこぎゃん思

っとらす、ここの組合員さんはこぎゃん思っと

らすでは、行政としてどぎゃんふうに関わって

いけばいいかっていうのが明確に見えてこんと

じゃなかかなっていう感じがするんですよ。 

 だから、このアンケートを基に、漁協さん同
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士で、じゃあ、行政にしてどういうふうな要望

持っていこうかとか、こういったことをやりた

いんだけどもっていう、そういう機会をつくる

ようなことをされたほうが、これを基に。じゃ

ないと、これだけ見たら、まとまってないよう

な感じがどうしても受けるんですよね。 

 ですんで、せっかく取られた内容だから、こ

れはもう現実問題として上がったこっだろうと

思いますので、その辺を漁協さん同士がまとま

ってもらって、行政に対してどうだっていう部

分をつくってもらえればなという感じがしまし

た。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で、漁業就業者アンケート結果報告を終

了いたします。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後３時５６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５７分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、八代市水道事業及び簡易水道事業の経

営戦略の見直しについてをお願いします。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） すいませ

ん、水道局の松田です。よろしくお願いいたし

ます。着座にて説明させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） どうぞ。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） 本日報告

をさせていただきますのは、八代市水道事業及

び簡易水道事業の経営戦略の見直しについてで

ございます。 

 資料１のですね、八代市水道事業経営戦略、

概要版というもので御説明させていただきま

す。 

 まず、本計画策定の背景と目的でございます

が、公営企業では、保有する資産の老朽化に伴

う大量更新期の到来や人口減少等に伴う料金収

入の減少等により、今後、経営環境は厳しさを

増していくことが予想されております。 

 このような中、公営企業は住民の日常生活に

欠くことのできない重要なサービスを提供する

役割を果たしており、将来にわたってもサービ

スの提供を安定的に継続することができるよ

う、中長期的な経営の基本計画である経営戦略

を平成２９年３月に策定したところでございま

す。 

 なお、経営戦略につきましては、策定から約

５年が経過しますが、本計画の中で、毎年度検

証を行うとともに、３年から５年ごとに見直し

を行うこととしているため、給水人口及び有収

水量等の状況変化を踏まえた収支計画を中心に

見直しを行っております。 

 次に、２、将来の事業環境についてですが、

水道事業は水道料金によって運営を行ってお

り、水需要の増減によって収支が大きく変化し

ます。 

 下の表を御覧ください。 

 それぞれ上段の数値が当初計画の人口で、下

段の数値が過去の実績を基に見直しを行った人

口でございます。 

 まず、給水区域内人口については、本市の人

口と同様に、今後も減少していく見込みとなっ

ております。なお、給水人口につきましては、

当初計画ほどの伸びはございませんが、下水道

工事との同時施工など拡張事業の継続により、

微増を見込んでおります。 

 ２ページをお願いします。 

 水需要の推移は給水人口とリンクしており、

料金収入の対象となる有収水量は、当初計画を

大きく上回る見込みとなっております。 

 今後の課題としましては、有収率、令和２年

度の実績としましては７４％になりますが、類

似団体の平均を下回っているため、漏水調査や
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老朽管の更新などの対策に取り組むことで、効

率的な水道水の供給を目指してまいります。 

 次に、給水収益及び経常利益でございます

が、給水人口及び有収水量の増加に併せて、当

初計画を上回る給水収益の増加を見込んでいま

す。そのため、計画を若干下回る経常利益の見

込みとなりますが、当初計画のとおり、消費税

増税分を除く計画期間内での料金改定は想定し

ていないところでございます。 

 ３ページをお願いします。 

 ３、投資・財政計画についてですが、令和３

年度に新庁舎建設に伴う松江城水源地新設工

事、令和５年度に日奈久浄水場・配水地改良工

事を予定しておりますが、当初計画を上回る事

業費見込みのため、建設改良費及び企業債残高

の見直しを行っております。 

 後に、４、今後の取組についてですが、業

務の効率化を図るため、平成３０年度より検針

業務を含む水道料金の窓口業務委託を実施しま

した。また、施設の運転管理業務については、

既に民間委託を行っておりますが、その他の業

務におきましても民間委託することで、サービ

スの向上、コスト削減につながる分野について

は引き続き検討を行い、さらなる経費削減及び

サービスの向上を目指してまいります。 

 続きまして、八代市簡易水道事業経営戦略の

見直しについて御説明させていただきます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 まず、１、計画策定の背景と目的でございま

すが、本市の簡易水道事業は、二見白島地区、

坂本町、東陽町、泉町の上水道からの給水が困

難な集落単位を給水区域とする小規模な水道施

設で、主に山間部に広範囲にわたって点在して

います。 

 また、簡易水道では、地下水及び表流水を水

源としており、そのほとんどが山間部の地形を

利用した自然流下によって各家庭へ給水してお

りますが、今後も老朽管の更新や浄水設備がな

い施設の改良工事に多額の費用を要します。さ

らには、簡易水道事業は施設規模も小さく、給

水人口も少ないことから、効率的な事業運営が

難しいことに加え、料金収入不足分を一般会計

からの繰入金により補塡することで経営を維持

している状況にあります。 

 そこで、令和２年度から地方公営企業法の財

務規定を適用し、企業会計を導入することで、

経営健全化に向けた効率的な事業運営を目指し

ておりますが、令和２年の７月豪雨災害以降、

給水人口及び有収水量が当初計画から大幅に減

少しており、状況変化に応じた経営戦略の見直

し、さらには企業会計に対応した収支計画を策

定する必要があり、中間期の計画の検証も併

せ、見直しを行っております。 

 次に、２の将来の事業環境についてですが、

簡易水道事業は水道料金及び一般会計からの繰

入金によって運営を行っており、水需要と施設

の建設改良費の増減によって収支が大きく変化

します。また、給水区域の多くが山間部である

簡易水道事業では、過疎化による人口減少や令

和２年７月豪雨災害による契約者数の減少によ

り、当初計画を大幅に下回る給水人口となる見

込みです。 

 ５ページをお願いします。 

 料金収入の推移ですが、令和元年度は、料金

改定の実施により給水収益は増加しましたが、

令和２年度は、７月豪雨災害による給水人口の

減少により大幅減収となりました。また、令和

３年度以降も、給水人口と同様、減少傾向が見

込まれ、経営状況も厳しくなることから、本計

画中に審議会を開催、今のところ令和６年度を

予定しておりますが――令和７年度の料金改定

を予定してるところでございます。 

 なお、下のグラフの一般会計繰入金の推移に

ついてですが、令和２年度の豪雨災害以降、料

金収入が大幅に減少したため、当初計画を上回

ってはおりますが、今後も経費節減や料金改定
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による給水収益の増加を図ることで、繰入金の

削減を目指したいと考えております。 

 ６ページをお願いいたします。 

 ３、投資・財政計画ですが、今後の建設計画

については、被災施設の本復旧を目指すととも

に、令和４年度から坂本地区及び泉地区簡易水

道において、区域拡張及び施設改良工事――浄

水設備の設置を計画しております。 

 なお、企業債残高につきましては、令和３年

度から新たな借入額が元金償還額を下回るた

め、令和２年度をピークに減少する見込みとな

っております。 

 後に、今後の取組でございますが、人口減

少や少子高齢化により水需要が減少している状

況から、施設や業務の効率化を図るためにも、

現在５１施設について、取水量や地形、施設間

の距離等を考慮しながら、可能な限り施設統合

を図ります。 

 また、本経営戦略は１０年の期間を設けて策

定しており、今後も毎年度決算による経営分析

表の公表を行うとともに、計画の検証及び見直

しを行ってまいります。 

 以上で、八代市水道事業及び簡易水道事業の

経営戦略の見直しについての所管事務の報告と

させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） 本件について、何か

質疑、御意見等ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で、八代市水道事業及び簡易水道事業の

経営戦略の見直しについてを終了します。 

 執行部は御退室ください。 

（執行部 退室） 

○委員長（増田一喜君） そのほか、当委員会

の所管事務調査について、何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で、所管事務調

査２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続審査の申し出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 

 これをもって経済企業委員会を散会いたしま

す。 

（午後４時０７分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和４年３月１１日 

経済企業委員会 

委 員 長 
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